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製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
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製　図所　　　長
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図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

－図面リスト－

【改修図】【共通図】

【既存図】

株式会社 川島隆太郎建築事務所

令 和 ８ 年 ３ 月

Ｒ８
図 面タ イト ル・ 図面 リス ト

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称

床面積求積図

建築面積求積図

面積区画図

案内図・配置図

図面タイトル・図面リスト

内部仕上表（１）

内部仕上表（２）

内部仕上表（３）

内部仕上表（４）

外部仕上表

アスベスト含有建材一覧表

１階平面図（Ａ・Ｂ棟全体）

アスベスト除去作業フローチャート

３階平面図（Ａ・Ｂ棟全体）

屋根伏図（Ａ・Ｂ棟全体）

２階平面図（Ａ・Ｂ棟全体）：改修前

２階平面図（Ａ・Ｂ棟全体）：改修後

立面図・断面図（Ａ棟）

立面図・断面図（Ｂ棟）

矩計図【昇降口・ﾊﾞﾙｺﾆｰ】（Ａ棟）特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

矩計図-1【一般部】（Ｂ棟）

矩計図-2【職員玄関】（Ｂ棟）

矩計図-3・平面図【陸屋根部】（Ｂ棟）

職員玄関　平面詳細図（Ｂ棟）

雑詳細図１（Ｂ棟陸屋根改修詳細図）（既存図・改修図）

矩計図-1【一般部】（Ａ棟）

矩計図-2【昇降口・ﾊﾞﾙｺﾆｰ】（Ａ棟）

矩計図-1【一般部】（Ｂ棟）

矩計図-2【職員玄関】（Ｂ棟）

平面詳細図（職員玄関）（Ｂ棟）

矩計図-3・平面図【陸屋根部】（Ｂ棟）

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

【R8年度】

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）　設計図

工事概要・工事手順計画・仮設計画図

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）
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管理建築士

作製月年縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図製　図担　当課　長部　長所　　　長

株式会社青森県Ａ１の２号

図面名称

川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ

１級建築士登録113986号 川島芳正

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

4.指定部分　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　風速（Vo=　　　m/s）

　地表面粗度区分 （・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ 　・Ⅳ）

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

 (1.4.2)[1.4.2]

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

(1.4.1)[1.4.1]

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　 る。

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

    （建築工事編）令和4年版（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和 4年版

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

1

各
章
共
通
事
項

章

・ 適用区分

・

・

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 降雨等に対する養生 [3.1.3]※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

　 方法（とい共）

・ 既存防水の処理 [3.1.4] [3.2.3、4、6]既存保護層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

・ 既存下地の処理 [3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

・ アスファルト防水 [3.3.2～5]

新設防水層の種別

・行わない

・行わない

・ 施工数量調査 [1.6.2、3]

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

調査範囲

・

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

・図示による

※監督職員と協議する

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

　　（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

    　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・ 化学物質の濃度測定

・ 埋設配管・配線および

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　 コンクリート厚さ　　　cm

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管　・配線等の位置の墨出を行う

範囲

　 鉄筋調査

あと施工アンカー工事

6章および8章による

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

3) 測定方法は、現場説明書による。

4) 測定結果の報告は、現場説明書による。

1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベン

・ 騒音・粉じん等の対策  [2.1.3]・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

・ 仮設間仕切り [2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

・ 既存部分の養生 養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・ 足場等  [2.2.1][表 2.2.1]

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置しない

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

床タイル張り　※水下　60mm以上

新設防水層の種別

屋根露出防水（既存）

保護層　・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

屋上排水溝

防水層の種別

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

材料による区分　　※R種

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

※改修標準仕様書表3.3.9による

※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

　　　　　　・　　　（個）

改修工法 種別

屋内防水

施工箇所

・P1E

　　　　・設けない

・

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴室等常時水に接する部位

・

Ⅱ.建築改修工事仕様

2

仮
設
工
事

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート、合板　　・　　　　　　）

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填

・A種

・せっこうボード

  種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )

・

・B種

グラスウール
・無し

・片面
厚さ　　　mm

※C種 防煙シート

材質 仕上げ 塗装 設置箇所

※木製

・

※合板張り程度

・

・無し

・片面

・　　　か所

・図示による

3

防
水
改
修
工
事

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存防水層の撤去

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

  厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

・

新設種別 施工箇所 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き） 　70g/㎡程度

改修工法

・P2A

・P1B

・P2AⅠ

・P1BⅠ

・BⅠ-2

工法 種別

施工

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

・C-1

・C-2

・C-3

・C-4

・D-1

・D-2

・D-3

・D-4

・DI-1

・DI-2

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.3.2(9)

　・

　・

・P2E

・E-1

・E-2

・M4C

・M3D

・P0D

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・ 施工条件 (1.3.5)[1.3.5]

・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所 

・ 石綿含有建材の調査 調査

※石綿含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

[1.5.1]

  70g/㎡程度

改修 新設

    　・建築工事標準詳細図（令和 4年版）（以下「標準詳細図」という。）

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

（※現場説明書による　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　　・既存図面　　・　　　　　　　　　　）

 (1.5.9)［1.7.9］

2) 測定対象室及び測定箇所数等は現場説明書による。

○

特記仕様書　(１)
－

特

断熱材

断熱材

防水

・施工順序

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

既製調合モルタル（タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、重量シャッター、

床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、

軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

鋳鉄製ふた

　 撮影枚数　　　枚

   フィルムサイズ

・図示による

「（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の

ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)

手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　）

・図示による

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　）

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　）

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

・図示による

・図示による

・図示による

・図示による

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）

・行わない

・図示による

部等の処置

屋根保護防水（既存 ）

  又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　・

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

用途による区分

用途による区分

立上り部の保護方法

窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅　　　（mm））

（種類）

（厚さ）(mm)

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

用途による区分

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

用途による区分

※図示による

※図示による

※図示による

　　　　　　　　　　　・有　　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　）

ゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

・材料、撤去材等の運搬方法

特記仕様書

Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

○
○

○

○ ○

田中 田中

３

52,097.75　㎡（設計図より）　※東側駐車場含む

　      　　　１階　      721.4650　㎡

　      　　　２階　      714.8650　㎡

　      　　　３階　      714.8650　㎡

　　      建築面積    　　863.7100　㎡

改修　１棟

十三

34

 １

上北郡七戸町字鶴児平地内

　      　延べ面積　    2,151.1950　㎡

　　      建築面積    　1,188.5649　㎡

　      　　　１階　    1,166.3649　㎡

　      　　　２階　      924.8649　㎡

　      　　　３階　      924.8649　㎡

改修　１棟

　      　延べ面積　    2,966.0947　㎡

(1) 校舎Ａ棟　鉄筋コンクリート造　３階建

(2) 校舎Ｂ棟　鉄筋コンクリート造　３階建

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）



管理建築士

作製月年縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図製　図担　当課　長部　長所　　　長

株式会社青森県Ａ１の２号

図面名称

川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ

１級建築士登録113986号 川島芳正

－

特

・ 改質アスファルト

　 シート防水

[3.4.2、3]

　 ルーフィングシート

　 防水

・ 合成高分子系 [3.5.2～4] [表3.5.1～3]

・ 塗膜防水 [3.6.2、3]

といその他の材種・ とい [3.8.2、3]

シーリング材の種類、施工箇所

・ シーリング ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法

　ボンドブレーカー張り

　エッジング材張り

・配管用鋼管

防露材のホルムアルデヒド放散量

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

鋼管製といの防露巻き

ルーフドレンの取付け

既存笠木等の撤去

下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木の取付方法

・

・

・図示による

※改修標準仕様書3.7.3(1)による

接着性試験

※簡易接着性試験

とい受金物

材種

形状

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

取付け間隔

足金物

多雪地域

※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

屋根露出防水（既存）

ルーフドレンの種類及び呼び

材種

形状

取付け間隔

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※市販品

・ 施工数量調査 調査範囲  [1.6.2、3]

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・ ひび割れ部改修工法 ・ 樹脂注入工法 ［4.1.4］[4.2.4、5、6、7]

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・シーリング材

充填材料の種類

・行う　　・行わない

・ 欠損部改修工法

・パテ状エポキシ樹脂

・エポキシ樹脂モルタル

・充填工法

・シール工法

・ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 ［4.1.4］[4.3.5、6、7、8]

［4.1.4］[4.2.4､7]

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

材料による区分　　※R種

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　・　　　　　（個）

種類　　　　※主材料の製造所の仕様

設置数量　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　・　　　　　（個）

・ アルミニウム製笠木 [3.9.2、3]

表面処理

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する・P0AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・ASI-TI

  所の仕様

・

  所の仕様
・適用

　する
・M4ASI

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない
・ASI-JI

防湿層

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.4.2

　・

　・

(3)(ｳ)

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

施工

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

・AS-T1

・AS-T2

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J2

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

・AS-T4
  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J1

・M4AS

・M3AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所

高日射反射
備考

・主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・適用する

・P0X

※X-1

・X-2

・L4X

・X-1

※X-2

・X-1H

施工箇所 保護層工程数及び各工程の使用量

・P1Y

・P2Y

※Y-2

・

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様

・

※主材料の製造所の仕様

・

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・適用する  　・適用しない

・適用する　　・適用しない

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・引張接着性試験

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・適用する　　・適用しない

※改修標準仕様書表3.8.4による

・

種別 呼び

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・80　・100　・125　・150

・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）

・行わない

4

外
壁
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

・外壁改修範囲

・図示による

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

4-1

外
壁
改
修
工
事　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

工法の種類

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・50～100 ・40

・ ・

・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

・

・可とう性エポキシ樹脂

・ポリマーセメント

4-2

外
壁
改
修
工
事　

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

工法の種類

 0.2以上～1.0 未満
※200～300

・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

 0.2以上～0.3 未満
・50～100

・

 0.3以上～0.5 未満
・100～200

・

 0.5以上～1.0 未満
・150～250

・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

工法 種別

改修 新設

工法 種別

改修 新設

・X-2H

・

・X-2H

・

工法 種別

改修 新設

仕上げを行わない施工箇所

・バルコニー用 ※ねじ込み式

施工箇所

・差し込み式

・差し込み式

・80　・100　・125　・150

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

たてどい受金物の取付け

・M3ASI

・P0ASI

 0.2以上～1.0未満

 0.2以上～0.3未満

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満

ひび割れ幅(mm) 注入量（mL/m）

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2未満

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

 5～10未満

モルタル  10～15未満

 15～20未満

 20～25未満

 25～30未満

 30～35未満

 35～40未満

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過

・130

・

・40

・70

・130

注入量（mL/m）

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

施工

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

・S-F1

・

・適用

　する

・S4S

・S-F2

・S-M2

・P0S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

・適用

　する

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

・S3S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・
脱気装置

・設ける

・設けない

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・S-F2
・適用

　する

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・S-M1

・

・適用

　する

・S-M2

・M4S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

工法 種別

改修 新設

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）

絶縁用シートの材質

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

屋内防水

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

防水層の種別

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

・設置する　　・設置しない

※非歩行仕様

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

・

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

厚さ　　・　　　mm以上

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

・軽歩行仕様

種別 施工箇所
平場の

保護層

・
※7mm以下

・
・P1S

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

※押し目地

・

種類

※ルーフィングシートの製造所の仕様

・

・行わない

※発泡ポリエチレンシート

・

種別

保護モルタル塗厚

立上り部の

保護モルタル塗厚

・S-C1

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・SI-F1

・

・適用

　する

・S3SI

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・SI-F2
・適用

　する

改修標準仕様書

　・

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(b)

・SI-M1
　する

・SI-M2
・適用

　する

・適用
改修標準仕様書

　・

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(a)

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・P0SI

・M4SI

・S4SI
・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※ルーフィングシートの製造所の仕様

設置数量

・（　　　　　　）個

断熱材

防水

断熱材

防水

率防水

新設防水層の種別

（種類）

（厚さ）(mm)

用途による区分

用途による区分

用途による区分

絶縁断熱工法の防湿用シート

・設置する

・設置しない

新設防水層の種別

（種類）

（厚さ）(mm)

（種類）

（厚さ）(mm)

種類

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

新設防水層の種別

・X-1H

新設防水層の種別

シーリング改修工法の種類

・シーリング充填工法

・シーリング再充填工法

・拡幅シーリング再充填工法

・ブリッジ工法

・図示による

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※市販品（とい径100以下）

　※F☆☆☆☆

・図示による

※図示による

種類

種別（　　　）種

色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　）

・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

※図示による

※図示による

・図示による

延べ長さ（m）注入口間隔(mm)

※図示による

・Uカットシール材充填工法

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。

・可とう性エポキシ樹脂

延べ長さ（m）注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm)

※図示による

・Uカットシール材充填工法

Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□

特記仕様書　(２)

田中 田中

３
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・S-M1

・S-M1

・S3X

MS-2

 ２

防水押さえ・水切

Ｒ８

ポーチ屋根
下屋屋根

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）



管理建築士

作製月年縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図製　図担　当課　長部　長所　　　長

株式会社青森県Ａ１の２号

図面名称

川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ

１級建築士登録113986号 川島芳正

－

特

[5.14.5]

・ ガラス用フィルム

品質は、JIS A 5759による。

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

ビニル床シート等の除去

・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・ 既存床の撤去及び

　 下地補修

・ 改修範囲

[6.3.2]・ 既存壁の撤去及び

　 下地補修

・機械的除去工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ

樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

※仕上材のみ（接着剤とも）

[6.5.5]・ 防腐・防蟻処理

・ 製材

・ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

屋外の形式及び寸法

屋外

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

・ 造作用単板積層材

・ 合板等

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法

・

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

ガラスの留め材及び溝の大きさ

材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

材質

寸法

形状

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

・G　　・S

乾燥気体の種類

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・図示による

・

アルミニウム製

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・

・

・グレイジングガスケット

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

※ステンレス鋼(SUS304)

・

※はしご形状複筋及び単筋

・

・ステンレス製

・

・ 造作用集成材

種類
記号

その他性能等
外貼り用

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

・SC-1 ・SC-2

・LE

・GI-1 ・GI-2

・GD-1 ・GD-1

・SF
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・図示による

・図示による

・図示による

・目荒し工法

・

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

・

材料のホルムアルデヒド放散量 [6.5.2]・　施工一般

接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

・

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

・

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

・

［6.5.7］・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

・

周辺部の端からの間隔

野縁の間隔

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

施工箇所 含水率寸法（mm）
間伐材等

保存処理等級
の適用

・

※2級

・

※2級

・

※2級

・

・

・

・JAS 1083-2　製材‐第2部に基づく造作用製材

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

・

※上小節

・

※

・

・

・

　小節以上

見え掛り面

見え掛り面

以外

寸法（mm） 含水率 保存処理

・JAS 1083-6　製材‐第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

※1等

・
・

・

・

※1等

・

※1等

・

寸法（mm） 含水率 保存処理

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 防虫処理
間伐材等

材面の品質 含水率
の適用

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

寸法（mm）

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材

面の品質

見付け

材面
寸法（mm）樹種名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等 ・2等

面の品質

化粧薄

さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

見付け

材面

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

板の厚樹種名品名

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種名
間伐材等

の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

寸法（mm）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄

さ(mm)

板の厚

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

施工箇所
寸法 間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
品名

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

※14％以下

・

含水率施工箇所
寸法 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
表面の品質

・JAS 3079に基づく直交集成板

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

寸法

施工箇所
厚さ 間伐材等単板の

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

・

※5.5

樹種名

接着の

程度
板面の品質

・「合板の日本農林規格」による普通合板

※1類

・2類

施工箇所 等級
間伐材等単板の 強度

の適用

・

樹種名

板面の

品質

厚さ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

※2級以上

・1級

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

（　　）

等級

防虫

処理（mm）

接着の

程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

（mm）
単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・特類

・1類

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理の適用

・1類

厚さ

（mm）

・適用しない

・適用する

・2類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 接着の程度
厚さ

（mm）
単板の樹種名 防虫処理の適用化粧加工の方法

・1類

・2類 ・適用しない

・適用する

・パーティクルボード

施工箇所
表裏面の状態に 曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

・MDF

施工箇所
表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

造作材の化粧面の釘打ち・ 接合具等

※隠し釘打ち

[6.5.3]

・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち

・釘頭現し

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・　　　　　　(形状：　　　　　　　寸法：　　　　　　　材質：　　　　　　　)

　(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

・合板等の加圧注入処理等の適用

[6.6.2～4]

　試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

・使用する　　・使用しない

・行う

既存の埋込みインサート

耐久性による区分（日射熱遮へい性が2種の場合）

内貼り用

※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗

り

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

・

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

施工箇所 寸法（mm）

※薬剤の製造所の仕様による

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔

　引張試験にて確認する強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ

                　　　　　　　　天井面積構成部材等の単位面積あたりの

　　　　　　　　　　　　　　　　質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　　　　　　                ・(　　　)N

・空気　　・アルゴン

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

・シーリング材

・シーリング材

・ ガラスブロック積み

壁用金属枠及び補強材

※図示による

力骨

※径5.5mm

金属製化粧カバー

・アルミニウム製

・図示による

※図示による

※図示による

目地部の横力骨の納まり

※ガラスブロック製造所の仕様による

工法

[6.1.3]

[6.2.2]

合成樹脂塗床材の除去工法

改修後の床の清掃範囲

※図示による

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※10％以下

※10％以下

※10％以下

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・A種 ・B種

[6.5.3、4]

※F☆☆☆☆

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理

　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

　適用部位（　　　　　　　　　　　　）

［6.5.6］・ 内部間仕切軸組及び

   床組み ※杉又は松

※杉又は松

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

・ 窓、出入口その他

・図示による

・図示による

・図示による

あと施工アンカーの施工後の確認試験

　　　　　　　・(　　　)箇所

・行わない

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

・天井のふところが3.0mを超える場合

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

・グレイジングチャンネル

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

5

建
具
改
修
工
事

日射取得性、日射遮蔽性による区分

田中 田中

３
特記仕様書　(３)

Ｒ８

３

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
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特

[6.8.2]

・ カーペット敷き [6.9.2、3] [表6.9.1]

[6.10.2、3]

[6.11.2～6]

[6.12.2]

[6.15.3、5、6]

[6.14.2、3]

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

床タイル以外

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

[6.17.2、3]

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

床タイル

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

[6.8.2]

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

タイルの形状、寸法等

・ タイル張り 伸縮目地の位置

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

・ 軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・ モルタル塗り

既製目地材

モルタル

床の目地

目地割り

目地の種類

・ セルフレベリング材

　 塗り

塗厚（mm)

・ 

・ 

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

・タイルカーペット

材質の種類・ ビニル幅木

・ ビニル床シート

・ ビニル床タイル

高さ(mm)

厚さ(mm)

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

タイルカーペットの敷き方

階段部分

種類

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

・織じゅうたん

帯電性

・タフテッドカーペット

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第212号　呼び厚さ 8mm

色柄

パイル糸の繊維種等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・ 特殊機能床材 ・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　性能　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　（　　　　　）

　形状　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

・ フローリング張り

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

・ 合成樹脂塗床

塗床材のホルムアルデヒド放散量

・単層フローリング　（フローリングボード1等）

工法

樹種

間伐材等の適用

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

樹種

厚さ（mm）

大きさ

工法

・接着工法

種別

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

接着工法の場合の不陸緩和材

・現場塗装仕上げ　

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

・ 畳敷き 種別

下地の種類

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

※60　　・75　　・100

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用 ・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

・

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ
・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

・接着工法

・適用する　　・適用しない

・

・

・

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

樹種

・A種　　・B種　　・C種

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

※合成樹脂発泡シート

・

・ 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量

紙

壁紙の種類

繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質その他
施工箇所 防火性能

備考

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

※B種　　・A種

[6.8.2]

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※縦、横とも4m以内ごと

・図示による

・

・図示による

・

・

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　・C2）

[6.13.2、3]

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　 合板張り 合板のホルムアルデヒド放散量

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

表面への化粧張り等の加工

化粧加工の方法（・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　　）

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

合板類の張付け

せっこうボードの目地工法等

目地工法の種類

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

※仕上表による

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

塩化

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ

見本焼き

・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない

試験張り

・行う（範囲、仕様等は図示による）　　・行わない

壁タイル張りの工法

内装タイル

・マスク張り　　・モザイクタイル張り

内装タイル以外のユニットタイル

[6.7.3、4] [表6.7.1]

[6.8.2]

[6.8.2、3]

[6.16.2～4]

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

備考欄：参照タイルシリーズ

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

備考欄：参照タイルシリーズ

(参考価格)

備考

(参考価格)

備考

(参考価格)

種類等 厚さ(mm)、規格等

木質系セメント板

・木毛セメント板

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)
※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タイプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

火山性ガラス質複層板

繊維板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号）

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K）

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
・9.5（不燃）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

合板類

・普通合板

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　表面性能

　・

・

・

・

織り方 パイル形状

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

備考

(参考価格)

接合部の処理

種類の記号 色柄 寸法（mm） 厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・

・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・2.5

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・500×500

・

※2.0

・3.0

・3.0

・・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・4.0

・

・

※模様のない無地

・

※改修標準仕様書6.11.2(2)による

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

スタッド、ランナの種類

・図示による

※図示による

※熱溶接工法

・軟質　　・硬質

※1.5以上

・ ゴム床タイル

・単層品　　・積層品

色柄　　（　　　　　）

・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

・ウィルトンカーペット

・適用する　　・適用しない

・5～7　・

・4～6　・

下敷き材(グリッパー工法の場合)

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

見切り、押え金物

※図示による

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

※なら

※なら

※ウレタン樹脂ワニス塗り

・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ）

・標準仕様書表12.6.1による床組

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

※図示による

　　種類　※図示による
※図示による

※図示による　・3　・7　・9　・12

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7

※図示による　・10　・12　・15　・18

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）

※図示による　・25

・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）

・12.5（・不燃　・準不燃）

・12.5（不燃）　・15（不燃）

※12.5（不燃）　・15（不燃）

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装

※図示による

・A種　　・B種

※F☆☆☆☆

・設けない

・設けない

・図示による

適用

・密着張り　　・改良圧着張り

適用

※F☆☆☆☆

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

Ｇ□

□

Ｇ□

田中 田中

３

6

内
装
改
修
工
事

・複合フローリング

2.8

Ｒ８

４

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事） 特記仕様書　(４)



管理建築士

作製月年縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図製　図担　当課　長部　長所　　　長

株式会社青森県Ａ１の２号

図面名称

川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ

１級建築士登録113986号 川島芳正

－

特
田中 田中

３

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
鉄
筋
工
事

5

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・SD295

・SD345

・

・

鉄筋の種類等

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位

鉄線の形状等

呼 び 径 (㎜)

・ガス圧接　　・機械式継手

・重ね継手　　

継 手 の 方 法部　 位

鉄筋の継手の方法等

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

柱、梁の主筋

(5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

耐力壁の重ね継手の長さ

継手位置

種　類 種類の記号

・溶接金網

・鉄筋格子

耐力壁の鉄筋 ・重ね継手　　

・溶接継手　　・重ね継手

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）　　

・

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

(5.2.1)

(5.2.2)

備　考

・ 鉄筋

・ 溶接金網

・ 鉄筋の継手

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事 スランプ

2

設計基準強度 

・24

・軽量コンクリート

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・ セメント

・ ・

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・2.3程度

・

スランプ
2

設計基準強度 

・

・

※ 2 1 　

・

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・

・

種類

・1種　・2種

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　

　適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

※標準仕様書

　表6.2.2による

適 用 箇 所

(6.3.1)

　規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

適 用 箇 所

　フライアッシュセメントA種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された

鉄筋の定着長さ

(5.3.4)・ 鉄筋の定着

機械式定着工法

・適用する

・図示による（　　　　　　）　　

種類

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定

・篏合グラウト固定　　

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法とする

必要定着長さ

※評定等の評価内容による

補強筋形状

※評定等の評価内容による

かぶり厚さ

品質確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

※評定等の評価内容による

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3 . 1 ( b ) ）　　

適用箇所

・鉄筋のかぶり厚さ

軽量コンクリートを適用する場合

耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれのある部分等）

(5.3.5)

最小かぶり厚さ及び間隔

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

(溶接金網を含む)

・最小かぶり厚さに加える厚さ　( 　　　) ㎜　　

・最小かぶり厚さに加える厚さ　( 　　　) ㎜　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）4 . 1 表4 . 1 ）　　

・普通コンクリート

・ コンクリートの

コンクリートの類別　　

・ コンクリートの種類

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

(6.2.1)

(6.2.1)～(6.2.4)(6.3.2)(6.10.1)(6.10.2)

よる種類及び強度等

気乾単位容積質量に

※A　　・B

・ 骨材

アルカリシリカ反応性による区分

(6.3.1)

・ マスコンクリート

・高炉セメントB種

・シリカセメント

・フライアッシュセメントB種

(6.13.1)(6.13.2)

・

セメントの種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

適用箇所

・図示による( 　　　　　　) 　　

・普通ポルトランドセメント

(6.3.1)

(6.11.1)(6.11.2)

・ 暑中コンクリート (6.12.2)

・混和剤

・ 混和材料

混和剤の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 ( 4 ) ( a ) による　　

・混和材

混和材の種類

※標準仕様書 6 . 3 . 1 ( 4 ) ( b ) による　　

・ 寒中コンクリート

適用期間

・図示による( 　　　　　　) 　　

構造体強度補正値

構造体強度補正値
2

※6 N / m m 　　

・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

・積算温度による

混和剤の種類

・混和剤

スランプ

混和材料

混和材の種類

・混和材

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｱ)による　　

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｲ)による　　

・

適用箇所　

・ 流動化コンクリート

設計基準強度　　

適用箇所　　

・ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　

※標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による　　

　2

※ 18N/㎜　　

・図示による(　　　　　　) 　

※ 15㎝ 　 　

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　

フライアッシュセメントA種

構造体強度補正値

※標準仕様書表6.13.1による　　

・ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、 打継ぎの位置

(6.15.1)

(6.14.1)

目地寸法

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

打継目地 ※標準仕様書6.6.4(1)による　　　　・図示による(　　　　　　)　　 　　

※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)による　　・図示による(　　　　　　)　　

(6.2.5)

適 用 箇 所種　別

・A種

・C種

・B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・ 構造体コンクリートの

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・図示による(　　　　　　) 　

　 仕上り

適 用 箇 所種　別

・a種

・c種

・b種

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

　化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り、

  接着剤による陶磁器質タイル張り

　仕上塗材塗り

　セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り、モルタル塗り、胴縁下地

適 用 箇 所種　別

・a種

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

　合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート直均し仕上げ、

・ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 20㎜ 　 　

(6.8.1)

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　・20mm　　

・c種

・b種

  フリーアクセスフロア（置敷式）

　カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

　タイル張り、モルタル塗り、二重床

・ 型枠

せき板の材料及び厚さ

・合板(※12mm　　・　　　)　　　　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シート

(6.8.2)

・

使用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

性能

熱抵抗値を0.73㎡･Ｋ/Ｗ以上を有するもの

スリーブの材種・規格等

・図示による（　　　　　）　

打増し厚さ　・20㎜　　

打増し範囲　・図示による（　　　　　　）　　

コンクリートの打増し厚さ

床型枠用鋼製デッキプレートを使用する場合は、プレートが支持される梁の側面については、

打増しを行うこと。

※ 10㎜ 　 　

施工範囲

※図示による（　　　　　）　　

・ 床型枠用鋼製デッキ

  プレートの梁側面の

  打増し処理

・ コンクリートの

単位水量測定 実施要領　

(6.5.1)

※図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項））　

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

５

特記仕様書　(５)
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管理建築士

作製月年縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図製　図担　当課　長部　長所　　　長

株式会社青森県Ａ１の２号

図面名称

川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ

１級建築士登録113986号 川島芳正

－

特
田中 田中

３

交

キャスターゲート

仮
囲

い
仮

囲
い

(現場事務所等スペース)
Ｒ７年工事

(現場事務所等スペース)
Ｒ８年工事

仮囲い

1ヶ所キャスターゲート

交

鉄板敷

交通誘導員 大型車両通行時 小運搬時は作業員にて対応

13 ｍ

防水工事施工時単管バリケード 樹脂製 環境配慮型　3ヶ月 95 ｍ

工事出入口

外部足場 防水工事施工時

※　仮設ヤードは撤去後、現状復帰とする。

ステージ足場（３Ｆ） 1ヶ所 3階廊下床施工時

波形亜鉛鉄板(H=1.8m)　9ヶ月

W6000×H1800　　9ヶ月

W1524×L3048×ｔ22　7ヶ月 45枚209 ㎡

W5400×L3600×H8800　1ヶ月

2　人

Ｒ７工事にて設置

Ｒ７工事にて設置

Ｒ７工事にて設置

床材、防水材　搬入時

枠組本足場　W900　4ヶ月

×

×

×

〇

〇

〇

〇

隣
地

境
界

線

工事概要・工事手順計画・仮設計画図

駐輪場

・+30

機械室Ｂ

校舎Ｂ

校舎Ａ

講　堂

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

バ

仮設計画図　　縮尺 1  /  4 0 0

：工事建物を示す。

地下タンク

RD SD

SD RD

教具室

配膳室

ＷＣ ＷＣ
階段室

水呑場
DN

廊下

廊下

水呑場

ＷＣ

ＷＣ

DN

DN

階
段
室

相談室学習室 普通教室 普通教室 特別活動室特別活動室 普通教室 普通教室

楽器庫
音楽準備室

音楽教室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室 美術教室

音楽活動室

美術準備室

学習室 生徒会室

RD SD

SD RD

教具室

配膳室

ＷＣ ＷＣ
階段室

水呑場
UP DN

廊下

廊下

水呑場

ＷＣ

ＷＣ

教具室

UP

UP 渡
廊
下

DN
理科教室

理科教室

理科準備室

DN

図書室

図書準備室

階
段
室

集会室 学習室 普通教室 普通教室 特別活動室 特別支援 進路指導室 特別支援 相談室

金工教室

木工教室保健室校長室

RD SD
支援室 印刷室

職員室 事務室

SD RD

教具室

配膳室

ＷＣ
階段室

水呑場
UP DN

準備室放送室相談室

ポーチ

更衣室

職
員
Ｗ
Ｃ

職
員
Ｗ
Ｃ

廊下

廊下

水呑場

ＷＣ

ＷＣ

教具室

階段室

UP

ポーチ

UP

非常階段

被服教室

被服準備室

調理教室

調理準備室

ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ

渡
廊
下

PC準備室

湯沸

用務員室

３階平面図　　縮尺 1 / ６００

１階平面図　　縮尺 1 / ６００

２階平面図　　縮尺 1 / ６００

屋根

屋根

屋根

屋根

校舎Ａ 校舎Ｂ

ＷＣ

身WC

(1) 校舎Ａ棟　鉄筋コンクリート造　３階建

職員

玄関

昇降口

ステージ足場（3F）

Ｒ８

機械室Ａ

浄化槽

工 事 概 要

・防水改修工事

玄関ポーチ屋根の防水改修、ドレン更新共

(2) 校舎Ｂ棟　鉄筋コンクリート造　３階建

下屋陸屋根（玄関ポーチ屋根、L-M通間－5-9通間、金工室屋根）の防水改修、ドレン更新共

・内装改修工事

・屋根改修工事

廊下（1～3階）床仕上改修（フローリング → 長尺塩ビシート）

1

10

20

30

40

45

変電用
キュービクル

凡　例 名　称 仕　様

□指定仮設

数　量 備　考

バ

本工内外（〇印が本工事）

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

６
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配　置　図　　　 1 / 6 0 0

機械室Ｂ

講　堂

機械室

地下
貯油タンク

駐輪場

グラウンド

駐車場

便所
浄化槽

-210(-1030)

公設桝

西  側 東  側

校舎Ｂ

校舎Ａ

グラウンド

改修対象建物を示す。

案　　内　　図

申請場所：青森県上北郡七戸町鶴児平１９１

・
七戸体育館

・
七戸町立七戸小

・
七戸城跡

・
七戸警察署

鷹山宇一記念美術館・

東八甲田温泉・

・
七戸養護学校

・
七戸郵便局

・
公立七戸病院

奥羽種蓄牧場・

青森県畜産農業協同組合 連合会　
青森県家畜市場・

・
青森県
営農大学校七戸十和田駅

イオン 七戸十和田駅前店・

東北新幹線

国
道
39
4号

線

七戸総合運動公園
・

国
道
4号

線

３

田中 田中

　+20
・(-1660)

凡　例

（　）内数値はの桝の底の高さを示す。
（校舎浄化槽左側のコンクリート桝天端を±０の基準とする。）

・部分の高さを示す。
（校舎浄化槽左側のコンクリート桝天端を±０の基準とする。）
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浄化槽

機械室Ａ

変電用
キュービクル
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量水器
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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１

２

３ ４

５
６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

１

２ 1.50　×　2.55

＝

＝ ＝

３

４

1.50　×　2.55 ＝

17.60　×　7.05

＝

＝５

６

＝

＝

＝

＝

７

８

９

10

17.425　×　7.35

52.80　×　9.90

13.20　×　17.25

0.175　×　7.35

2.00　×　0.50

3.8250

3.8250

124.0800

128.0737

522.7200

227.7000

1.2862

1.0000

1.50　×　2.55 ＝

＝

＝

＝

3.8250

２階 求積図　　1/400

１階 求積図　　1/400

校舎Ａ 校舎Ｂ

校舎Ａ 校舎Ｂ 校舎Ａ 校舎Ｂ

Ａ棟　２階床面積

11

12

13

14

15

16

17

4.2712

83.425　×　9.90 825.9075

＝

＝

＝2.00　×　0.50 1.0000

＝

Ｂ棟　２階床面積

２階床面積（Ａ棟＋Ｂ棟）

＝0.175　×　7.35 1.2862

1.50　×　2.55

＝

＝

＝

＝

＝ 4.2712

825.9075

＝

＝

＝ 1.0000

＝

＝ 1.2862

３階 求積図　　1/400

Ａ棟　３階床面積

Ｂ棟　３階床面積

３階床面積（Ａ棟＋Ｂ棟）

18

19

20

21

22

23

24

Ａ棟機械室 求積図　　1/400 Ｂ棟機械室 求積図　　1/400

１階

２階

１階

２階

＝10.80×5.70　＋　1.50×4.00 67.560

＝1.80　×　5.70 10.260

１階

２階

＝合計 77.820

＝

＝

１階

２階

＝合計

13.80　×　6.70 92.460

2.40　×　6.70 16.080

108.540

１　階

２　階

３　階

計

Ａ棟　校舎 Ｂ棟　校舎 校舎計（Ａ＋Ｂ） Ａ棟　機械室 Ｂ棟　機械室

67.5600

10.2600

77.8200

92.4600

16.0800

108.5400

機械室計（Ａ＋Ｂ）

160.0200

26.3400

186.3600

校舎棟＋機械室

床 面積 求積 図

17.60　×　40.40 711.0400

13.20　×　7.00 92.4000

＝17.60　×　40.40 711.0400

13.20　×　7.00 92.4000

714.8650

924.8649

1,639.7299　㎡

17.60　×　40.40 711.0400

92.4000

714.8650

1,639.7299　㎡

3.8250

714.8650

714.8650

924.8649

924.8649

1,639.7299 1,666.0699

1,639.7299 1,639.7299

DS

DS

＝

＝

１階床面積（Ａ棟＋Ｂ棟） ＝

Ａ棟　１階床面積

Ｂ棟　１階床面積

＝DS 4.40　×　1.50 6.6000

＝DS 7.315×2.00　＋　1.30×0.50 15.2800

1,837.8299　㎡

1,837.8299

721.4650

721.4650

1,116.3649

1,116.3649

2,151.1950 2,966.0947 5,117.2897

1,997.8499

5,303.6497

1.675　×　2.55

83.425　×　9.90

13.20　×　7.00

0.175　×　7.35

2.00　×　0.50

924.8649

３

1.675　×　2.55

田中 田中

A1＝1/400、A3=1/800

 ２

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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Ａ棟　校舎 Ｂ棟　校舎 校舎計（Ａ＋Ｂ） Ａ棟　機械室 Ｂ棟　機械室

67.5600 92.4600

機械室計（Ａ＋Ｂ）

160.0200

校舎棟＋機械室

校舎Ａ 校舎Ｂ

ｄ

ａ

ｂ

ｃ

ｅ ｆ

ｇ
ｈ

１

２

DS

３

４

５

10

６

７

８

９

DS

建築面積求積図　　1/400

１

２ 1.50　×　2.55

＝

＝ 3.8250

17.60　×　40.40 711.0400

＝DS 4.40　×　1.50 6.6000

＝

＝Ａ棟　１階床面積 721.4650

＝

３

４

1.50　×　2.55 ＝

17.60　×　7.05

＝

＝５

６

＝

＝

＝

＝

７

８

９

10

17.425　×　7.35

52.80　×　9.90

13.20　×　17.25

0.175　×　7.35

2.00　×　0.50

3.8250

124.0800

128.0737

522.7200

227.7000

1.2862

1.0000

13.20　×　7.00 92.4000

＝Ｂ棟　１階床面積

＝DS 7.315×2.00　＋　1.30×0.50 15.2800

1,116.3649

＝

＝＝

＝

＝

＝

ｇ

ｈ

7.40　×　4.00 29.6000

85.20　×　0.50 42.6000

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

＝

＝

ｅ

ｆ

4.00　×　15.60 62.4000

7.35×2.20　＋　10.25×2.20 38.7200

0.50　×　26.15 13.0750

0.50　×　42.90 21.4500

7.60　×　0.50 3.8000

5.60　×　0.50 2.8000

＝Ａ棟　建築面積 ＝Ｂ棟　建築面積

建築面積（Ａ棟＋Ｂ棟）

＝10.80×5.70　＋　1.50×4.00 67.560 ＝13.80　×　6.70 92.460

Ａ棟機械室 建築面積求積図　　1/400 Ｂ棟機械室 建築面積求積図　　1/400

■　建築面積一覧表

863.7100

863.7100建築面積

1,188.5649

1,188.56492,052.2749　㎡ 2,052.2749 2,212.2749

３

田中 田中

A1＝1/400、A3=1/800

 ３

建 築面 積求 積図
Ｒ８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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階段室
PS

校舎Ａ 校舎Ｂ

階段室
PS

校舎Ａ 校舎Ｂ

校舎Ａ 校舎Ｂ

1階 防火区画図　　1/400 2階 防火区画図　　1/400

3階 防火区画図　　1/400

講　堂 講　堂

1階 校舎Ａ　竪穴区画 2階 校舎Ａ　竪穴区画

EV

3階 校舎Ａ　竪穴区画

階段室

PS

3階 校舎Ａ　面積区画 3階 校舎Ｂ　面積区画

EV

階段室

PS

階段室
PS

2階 校舎Ａ　面積区画 2階 校舎Ｂ　面積区画

EV

階段室

PS
PS RD SD

SD RD

2階 校舎Ｂ　竪穴区画

3階 校舎Ｂ　竪穴区画

1階 校舎Ｂ　竪穴区画

1階 校舎Ａ　面積区画 1階 校舎Ｂ　面積区画

田中 田中

３A1＝1/400、A3=1/800

 ４

面 積区 画図
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

Ａ

１

２

３

４

7.35 × 4.40 = 32.34

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

５

６

Ａ －

Ｂ

１

２

３

7.35 × 4.40 = 32.34

Ａ

Ａ － １ ２＋（ ＋ ）

17.60 × 40.40 ＋ 2.50 ×10.00 = 736.04

２

１

２

３

7.35 × 4.40 = 32.34

Ａ

Ａ － １ ２＋（ ＋ ）

Ｂ

1.100 × 2.00 = 2.20

17.60 × 40.40 = 711.04

１

３

1.80 × 1.75 = 3.15

1.10 × 1.00 = 1.10

３

711.04 - (32.34 + 3.15 + 1.10) = 674.45 < 1,500.00　∴OK

４５

4.40 × 7.00 = 30.80４

５

Ｂ － ＋（ ４ ５ ）
928.690 - (30.80 + 2.20) = 895.69 < 1,500.00　∴OK

２

１

３

４５

３ ＋（ ４ ５ ）

２

１

３

４ ５

６７

10

Ｂ

８

９

1.80 × 1.75 = 3.151.80 × 1.75 = 3.15

1.10 × 1.00 = 1.101.10 × 1.00 = 1.10

５

2.40 × 1.50 = 3.60

2.00 × 1.50 = 3.00

Ａ

Ａ － １ ２＋（ ＋ ） Ａ － ＋（

Ｂ

）

17.60 × 40.40 ＋ 2.50 ×10.00 = 736.04

６

７

８

９

10

4.40 × 7.00 = 30.804.40 × 7.00 = 30.80

1.100 × 2.00 = 2.201.100 × 2.00 = 2.20

4.215 × 2.00 = 8.43

3.10 × 2.00 = 6.20

1.30 × 0.50 = 0.65

736.04 - (32.34 + 3.15 + 1.10) = 699.45 < 1,500.00　∴OK

736.04 - (32.34 + 3.15 + 1.10) = 699.45 < 1,500.00　∴OK

３

3.175 × 2.55 ＋ 83.425 × 9.90 ＋ 13.20 × 7.00 ＋
0.175 × 7.35 ＋ 2.00 × 0.50  　　　　　　　　　　　= 928.690

3.175 × 2.55 ＋ 83.425 × 9.90 ＋ 13.20 × 7.00 ＋
0.175 × 7.35 ＋ 2.00 × 0.50  　　　　　　　　　　　= 928.690

3.00 × 2.55 ＋ 17.60 × 7.05 ＋ 17.425 × 7.35 ＋
52.80 × 9.90 ＋ 13.20 × 7.00 ＋ 13.20 × 17.25 ＋
0.175 × 7.35 ＋ 2.00 × 0.50                      = 1,104.91

６ ７
928.690 - (30.80 + 2.20) = 895.69 < 1,500.00　∴OK

1,104.91 - (30.80 + 2.20) = 1,071.91 < 1,500.00　∴OK



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

Ａ

改修前屋　　　根 改修前屋　　　根大屋根　：　ガルバリウム鋼板t-0.5　瓦棒葺き＠364　＋　アスファルトルーフィング22kg[ｱｽ]　＋　木毛板t-15　＋　押出硬質発砲スチロール（低温アスファルト全面接着貼）t-50　＋　均しモルタルt-15
　　　　　　（一部　雪止めL-50×50×4　ＳＯＰ　止め金物（市販品）＠364）

田中 田中

３

陸屋根断熱材　：　押出硬質発砲スチロールt-50

勾配屋根断熱材　：　押出硬質発砲スチロールt-50

外壁部（外周）　：　１．３階：押出硬質発砲スチロールt-50　・　２階：押出硬質発砲スチロールt-38

外周部梁　：　１．３階：押出硬質発砲スチロールt-50　・　２階：押出硬質発砲スチロールt-38

外断熱の熱境部分の断熱補強　：　押出硬質発砲スチロールt-20

ＥＰ　：　合成樹脂エマルションペイント

ＣＬ　：　クリヤーラッカー塗り

ＳＯＰ　：　合成樹脂調合ペイント塗り

ＮＡＤ　：　アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

土間下　：　押出硬質発砲スチロールt-75

建物内部の既存断熱材は特記無き限り現状のままとする。（現況を下記に示す）

ＤＰ　：　常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗り

ＵＣ　：　ウレタン樹脂ワニス塗り

ＡＥ　：　アクリル樹脂エナメル塗り

ＥＰ－Ｇ　：　つや有合成樹脂エマルションペイント

ＥＰ　：　合成樹脂エマルションペイント

外　部　　　　　変成シリコン系シーリング

内　部　　　　　ウレタン系シーリング

ＯＳＶ　：　オイルステインワニス塗り

不燃　　NM-9645・硬質石膏ボード　　　         ｔ-9.5

不燃　　NM-8619・石膏ボード　　　             ｔ-12.5

不燃　　NM-9639・防水石膏ボード               ｔ-12.5

不燃　　NM-8578・化粧ケイ酸カルシウム板　　   ｔ-6.0

不燃　　NM-8599

不燃　　NM-8606・グラスウールボード　　　 　　ｔ-50  32kg

不燃　　NM-0879・化粧吸音石膏ボード　　　 　　ｔ-9.5　

不燃　　NM-0879・化粧非吸音石膏ボード　　　 　ｔ-9.5　

準不燃　防火2級品　第0003号・ビニールクロス（特記なき物）

準不燃　QM-9828・石膏ボード　　　　　         ｔ-9.5

準不燃　QM-9824・天井用化粧石膏ボード　　　   ｔ-9.5

※　建材及び建築材料　：　使用する材料は全てF☆☆☆☆に対応する規格とする。（天井裏も同じ）

※　室内カーテン、暗幕については防炎性能を有する防炎品を設置する。（カーテンは別途工事）

※　化学物質の濃度測定　：　６ヶ所（生徒が使用する居室）

・ロックウール化粧吸音板       ｔ-9.0、ｔ-12.0

※　額縁及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽの造作材は、スプルース集成材とする。

適　　用

断　熱　材

塗　装　　凡　例

シーリング

防　火　等　認　定　番　号仕　　様

【 特記 】

・改修部分は現況調査を十分行い、既存の状態を確認し、適切な施工を行う。　　・使用する材料は全てＦ☆☆☆☆同等品以上とし、ゼロアスベスト製品とする。　　・工事完了時に全工事範囲で清掃、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。（ｻｯｼ枠･ｶﾞﾗｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを含む）

・[ｱｽ]：アスベスト含有建材を示す。

改修前ポーチ庇 生徒用（Ａ棟）　屋根：アスファルト防水[ｱｽ]の上、シンダーコンクリート押え　・　軒天：カラーアルミスパンドレル貼t-1.0　、　縦樋ルーフドレンφ100（水勾配1／100）　、　アルミ笠木W=400　、　アルミ製水切笠木W=200

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前 コンクリート金鏝押え　目地切＠1,000　・　一部砂利敷き込みt-200（透水コンクリート管φ200　設備工事）、歩車道境界ブロックＡ

改修前 防音アルミ製建具　・　スチール製建具　・　普通アルミ製建具　・　建具廻りコーキング詰め（10×120）

改修前バルコニー

開　口　部

犬　走　り

巾　　　木

外　　　壁

軒　　　天

屋外階段

コンクリート打放しの上、アクリル系リシン吹付[ｱｽ]

壁：合板型枠コンクリート打放しの上、吹付タイル[ｱｽ]　、　段裏：リシン吹付[ｱｽ]　、　目地切：打継目地　ポリサルファイド系シーリング充填（20×20）　、　床：モルタル金鏝押さえ（電熱線敷込み）

合板型枠コンクリート打放しの上、アクリル系リシン吹付[ｱｽ]　目地切　・　打継目地　ポリサルファイド系シーリング充填（20×20）　・　縦目地　ポリサルファイド系シーリング充填（20×20）

床：防水モルタル金鏝仕上　・　壁：合板型枠コンクリート打放しの上、吹付タイル[ｱｽ]

改修前

改修前そ　の　他

ポ　ー　チ 100角磁器質タイル貼り　、　ノンスリップ：磁器質ノンスリップタイル貼り　
泥落としマット600×1000（鋼製グレーチング　亜鉛メッキ品）：生徒昇降口ポーチ　３ヶ所

Ａ棟－Ｂ棟間　外壁（躯体ｸﾘｱW=50）：アルミ製EXP.J（W=160）　・　Ａ棟－Ｂ棟間　屋根（躯体ｸﾘｱW=50）：アルミ製EXP.J笠木（W=390）
ポーチ庇壁面：800×800 校章（アルミ製）
プラットホーム：　床－モルタル金鏝仕上げ　・　ゴムクッション（車止めゴム）100×100

下地処理の上ノロ引き仕上　・　昇降口、玄関：合板型枠コンクリート打放しの上、吹付タイル[ｱｽ]

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

外　部　仕　上　表　（Ａ棟） 外　部　仕　上　表　（Ｂ棟）

材　料　仕　様　表

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

既存のまま

屋根・雪止：既存のまま

壁・目地：既存のまま　・　段裏：既存のまま　・　床：既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

外周部建具　：　既存のまま

床：既存のまま　・　鋳鉄製ルーフ、中継ドレン100φ：既存のまま
壁：既存のまま
ＲＤ縦樋：既存のまま

床：既存のまま

Ａ棟－Ｂ棟間　外壁（躯体ｸﾘｱW=50）アルミ製EXP.J（W=160）：既存のまま
Ａ棟－Ｂ棟間　屋根（躯体ｸﾘｱW=50）アルミ製EXP.J笠木（W=390）：既存のまま
ポーチ庇壁面：既存のまま（校章：既存のまま）
プラットホーム床：既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

外周部建具　：　既存のまま

床：既存のまま　・　鋳鉄製ルーフ、中継ドレン100φ：既存のまま
壁：既存のまま
ＲＤ縦樋：既存のまま
Ｂ棟３階：避難器具（救助袋、格納箱共）既存のまま

床：既存のまま
フラワーボックス：既存のまま

ポーチ庇壁面：既存のまま（校章：既存のまま）

防水改修に伴う補修部分　：　コンクリート打放しの上、アクリル系リシン吹付

大屋根・雪止：既存のまま

屋根：既存目地材撤去　→　目地モルタル充填　→　既存押さえコンクリート表面ケレン　→　高圧洗浄　→　既存コンクリート面下地処理　→　環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法：平場(ZHT-300)・立上り(ZHT-200L)）新設　＋　
　　　脱気筒（アルミダイキャスト製）新設　・　既存ルーフドレン撤去　→　ステンレス製ルーフドレンφ100新設（ＯＫドレン）　・　防水保護板t-7.5（参考品名：ステップスクエア500H）
アルミ製笠木（W=400）・水切笠木（W=200）：既存撤去　→　アルミ製笠木（W=400）・アルミ製水切笠木（W=200）新設
　
軒天：既存のまま　・　縦樋：既存のまま

屋根：既存目地材撤去　→　目地モルタル充填　→　既存押さえコンクリート表面ケレン　→　高圧洗浄　→　既存コンクリート面下地処理　→　環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法：平場(ZHT-300)・立上り(ZHT-200L)）新設　＋　
　　　脱気筒（アルミダイキャスト製）新設　・　既存ルーフドレン撤去　→　ステンレス製ルーフドレン新設（ＯＫドレン）　・　防水保護板t-7.5（参考品名：ステップスクエア500H）
　　　ＲＤ縦樋：既存塗膜　下地調整（Ｂ種）の上、錆止め塗装（Ｃ種）下地、耐候性塗料(DP)塗替え　・　竪樋固定金具更新
笠木・水切：既存撤去　→　アルミ製笠木・アルミ製水切新設
軒天：既存のまま　・　縦樋：既存のまま

Ｂ棟　下屋部分（5～9通り）　：　（既存アスファルト露出防水[ｱｽ]撤去（成形板t-6共）、既存クリンカータイル仕上撤去、敷き込み砂利撤去、雨水排出口（跳ね出し部）撤去、雨水排出口パラペット部開口塞ぎ）
　　　　　　　　　　　　　　　　既存目地材撤去　→　目地モルタル充填　→　既存押さえコンクリート表面ケレン　→　高圧洗浄　→　既存コンクリート面下地処理　→　環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法：平場(ZHT-300)
　　　　　　　　　　　　　　　　・立上り(ZHT-200L)）新設　＋　脱気筒（アルミダイキャスト製）新設　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設　・　縦樋：配管用炭素鋼鋼管(白管SGP)100φ　ＤＰ塗装新設　・　防水保護板t-7.5（参考品名：ステップスクエア500H）
　　　　　　　　　　　　　　　　笠木・水切：既存撤去　→　アルミ笠木W=175　、　アルミ製水切W30×H60新設

Ｂ棟　下屋部分（21～24通り）　：　（既存クリンカータイル仕上撤去、敷き込み砂利撤去、雨水排出口（跳ね出し部）撤去、雨水排出口パラペット部開口塞ぎ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　既存目地材撤去　→　目地モルタル充填　→　既存押さえコンクリート表面ケレン　→　高圧洗浄　→　既存コンクリート面下地処理　→　環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法：平場(ZHT-300)
　　　　　　　　　　　　　　　　　・立上り(ZHT-200L)）新設　＋　脱気筒（アルミダイキャスト製）新設　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設　・　縦樋：配管用炭素鋼鋼管(白管SGP)100φ　ＤＰ塗装　新設　・　防水保護板t-7.5（参考品名：ステップスクエア500H）
　　　　　　　　　　　　　　　　　笠木・水切：既存撤去　→　アルミ笠木W=175　、　アルミ製水切W30×H60新設

－

 ５

外 部仕 上表

大屋根　：　ガルバリウム鋼板t-0.5　瓦棒葺き＠364　＋　アスファルトルーフィング22kg[ｱｽ]　＋　木毛板t-15　＋　押出硬質発砲スチロール（低温アスファルト全面接着貼）t-50　＋　均しモルタルt-15
　　　　　　（一部　雪止めL-50×50×4　ＳＯＰ　止め金物（市販品）＠364）

コンクリート打放しの上、アクリル系リシン吹付

下地処理の上ノロ引き仕上　・　昇降口、玄関：合板型枠コンクリート打放しの上、吹付タイル

コンクリート金鏝押え　目地切＠1,000　・　一部砂利敷き込みt-200（透水コンクリート管φ200　設備工事）、歩車道境界ブロックＡ

防音アルミ製建具　・　スチール製建具　・　普通アルミ製建具　・　建具廻りコーキング詰め（10×120）

床：防水モルタル金鏝仕上　・　壁：合板型枠コンクリート打放しの上、吹付タイル
Ｂ棟３階バルコニー：斜降型救助袋（格納箱共）１ヶ所

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前バルコニー

開　口　部

犬　走　り

巾　　　木

外　　　壁

軒　　　天

改修前

改修前そ　の　他

ポ　ー　チ 100角磁器質タイル貼り　、　ノンスリップ：磁器質ノンスリップタイル貼り　、　フラワーボックス：100角磁器質タイル貼り　、　天端：テラゾーブロック

ポーチ庇壁面：800×800 校章（アルミ製）

改修前ポーチ庇 職員用（Ｂ棟）　屋根：アスファルト防水[ｱｽ]の上、シンダーコンクリート押え（一部：クリンカータイル150角）　・　軒天：カラーアルミスパンドレル貼t-1.0　、　縦樋ルーフドレンφ100（水勾配1／100）　、
　　　　　　　　　　　アルミ笠木W=350　、　アルミ製水切笠木W=400

合板型枠コンクリート打放しの上、アクリル系リシン吹付　目地切　・　打継目地　ポリサルファイド系シーリング充填（20×20）　・　縦目地　ポリサルファイド系シーリング充填（20×20）

Ｂ棟　下屋部分（5～9通り）　：　アスファルト露出防水[ｱｽ]（一部：アスファルト成形板t-6敷き）　＋　豆砂利コンクリートt-60（一部：クリンカータイル150角）　＋　絶縁シート　＋　押出硬質発砲スチロールt-50　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　アスファルト防水[ｱｽ]　＋　均しモルタルt-15　（水勾配1/50）、　　　　　　アルミ笠木W=175　、　アルミ製水切W30×H60

Ｂ棟　下屋部分（21～24通り）　：　豆砂利コンクリートt-60（一部：クリンカータイル150角）　＋　絶縁シート　＋　押出硬質発砲スチロールt-50　＋　アスファルト防水[ｱｽ]　＋　均しモルタルt-15　（水勾配1/50）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　アルミ笠木W=175　、　アルミ製水切W30×H60

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

１００ 既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま 既存のまま

廊下(A棟)

階段室(A棟)

廊下(A棟)

階段室(A棟)

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま１００ 生徒用便所(A棟)生徒用便所(A棟)

既存のまま １００ 既存のまま 配膳室配膳室

１００ＳＯＰ塗替え 既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま

廊下(B棟) 廊下(B棟)

階段室(B棟)

既存のまま 既存のまま 既存のまま１００

階段室(B棟)

生徒用便所(B棟) 生徒用便所(B棟)

普通教室

学習室

活動室

１００ 既存のまま

１００ 既存のまま

既存のまま

既存のまま

１００ 既存のまま既存のまま

普通教室

学習室

活動室

被服教室

被服準備室

調理教室

調理準備室

１００ 既存のまま既存のまま

１００ 既存のまま既存のまま

１００ 既存のまま既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま 2,800

被服教室

被服準備室

調理教室

調理準備室

昇降口 １００既存のまま 既存のまま 既存のまま 昇降口

用務員室 既存のまま 既存のまま － 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 用務員室

両側　木製手摺34φ（既製品）

両側　木製手摺34φ（既製品）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま
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Ａ

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

改修前

校　
　

舎　
　

棟

１　
　

階

共　
　

通

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 　同　左 ＬＧＳ 吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP 2,400

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 　同　左 　同　左
合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
一部　モルタル　ＶＰ

ＬＧＳ 木製SOP
吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ
段裏：モルタル金鏝　ＶＰ

3階：2,400

廊下(A棟)

階段室(A棟)

廊下(A棟)

階段室(A棟)

１００既存仕上げ 床材立上げ ＬＧＳ 　同　左 　同　左 ＬＧＳ 2,380 ライニング木製SOP 生徒用便所(A棟)生徒用便所(A棟)

配膳室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 　同　左 　同　左合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ
1階：2,400

2.3階：2,800
木製SOP長尺塩ビシートt-2.8 配膳室

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 　同　左 　同　左 ＬＧＳ 吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 　同　左 　同　左
合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
一部　モルタル　ＶＰ

ＬＧＳ 木製SOP
吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ
段裏：モルタル金鏝　ＶＰ

3階：2,400

廊下(B棟)

階段室(B棟)

廊下(B棟)

階段室(B棟)

2,400
2,300

１００既存仕上げ 床材立上げ ＬＧＳ 　同　左 　同　左 ＬＧＳ 2,380 ライニング木製SOP生徒用便所(B棟) 生徒用便所(B棟)

改修前

改修前

普通教室

学習室

活動室

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

普通教室

学習室

活動室

改修前 被服教室

改修前 被服準備室

改修前 調理教室

改修前 調理準備室

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800木製SOP 整理戸棚、カーテンボックス（レール共）、整理戸棚、掃除用具入

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP長尺塩ビシートt-2.8 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、整理戸棚、アイロン台
流し台、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）、カーテンレール
生徒用被服台、教師用被服台

上下黒板（3600×1800）、食器戸棚、配管ピット、ステンレス流し台、オーブン台
洗濯機置場、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）
生徒用調理台、教師用調理台

整理戸棚、スリッパ入れ、掃除用具入、カーテンボックス（レール共）

被服教室

被服準備室

調理教室

調理準備室

改修前 昇降口 １００ 　同　左 ＬＧＳﾓﾙﾀﾙ金ゴテ テラゾーブロック ｺﾝｸﾘｰﾄ 吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ FL+2,650木製SOP 下足箱、床排水溝（亜鉛メッキグレーチング） 昇降口

改修前 用務員室 木下地組 ＬＧＳ　同　左 　同　左 化粧石膏ボードt-9　和天井杢目　目透し貼木製SOPタタミ敷き（FL+150）木組 タタミ寄せ － 2,350
石膏ボードt-12下地、
ビニールクロス貼（ジュラク調） 用務員室

Ｂ棟接続部：アルミ製ＥＸＰ．Ｊカバー（クリア50）　床・壁・天井（各階）

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼貼

【 特記 】

田中 田中

３－

・[ｱｽ]：アスベスト含有建材を示す。

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

モルタル刷毛引の上、吹付タイル[ｱｽ] 　同　左

長尺塩ビシートt-2.8
配管ピット蓋：ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
一部　合板目透し貼t-5.5　掲示クロス貼

 ６

内 部仕 上表 （１ ）

長尺塩ビシートt-2.0（FL-100）・100角磁器質タイル（FL-200）

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt-2の上、長尺塩ビシートt-2.5【H31年　改修】
化粧ケイカル板t-6（シール工法）
【H31年　改修】

化粧石膏ボードt-9.5【H31年　改修】

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt-2の上、長尺塩ビシートt-2.5【H31年　改修】
化粧ケイカル板t-6（シール工法）
【H31年　改修】

化粧石膏ボードt-9.5【H31年　改修】

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

内　　部　　仕　　上　　表

棟 室　　　名階
下　地 仕　　　　　上

床

下　地 廻り縁高　さ

巾　　　木

下　地 仕　　　　　上

腰　壁

仕　　　　　上

中　壁

仕　　　　　上

上部壁

天井高

天　　　　　井

仕　　　　　上
備　　　　　考 室　　名

新設ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 既存フローリングブロック撤去（下地モルタル共）
新規モルタル金ゴテt-37　下地の上、
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

・木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）　：　田島：ACﾌﾛｱ木目28同等　・通り：SFﾌﾛｱNW同等



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

用務員押入

用務員湯沸室

既存のまま 既存のまま 既存のまま － 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま 既存のまま

１００既存のまま 既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま

教具室 既存のまま １００ 既存のまま

職員室 既存のまま既存のまま ５０

事務室 既存のまま ５０ 既存のまま

職員玄関 １００既存のまま 既存のまま既存のまま

校長室 既存のまま 既存のまま１００

教具室２

用務員押入

用務員湯沸室

教具室

職員室

事務室

職員玄関

校長室

教具室２

保健室 既存のまま １００ 既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま

１００ 既存のまま既存のままスタジオ

相談室

保健室

スタジオ

相談室

１００ 既存のまま同上　前室 既存のまま

金工・木工準備室 １００ 既存のまま既存のまま

木工教室 既存のまま 既存のまま １００ 既存のまま

金工教室 既存のまま 既存のまま １００ 既存のまま

同上　前室

金工・木工準備室

木工教室

金工教室

１００ 既存のまま既存のまま調整室 調整室

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま
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Ａ

校　
　

舎　
　

棟

改修前 用務員押入

改修前 用務員湯沸室

木下地組 ＬＧＳ　同　左 　同　左木組 タタミ寄せ － 2,350木製合板t-4 合板t-5.5 天袋付（棚板　合板t-12）合板t-12（FL+150）

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組 ＬＧＳ 2,500木製SOP
フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ
一部　化粧床合板t-15（FL+150）

木製　ＳＯＰ 石膏ボードt-12　目透し貼　ＥＰ 石膏ボードt-9　目透し貼　ＥＰ石膏ボードt-12　目透し貼　ＥＰ
石膏ボードt-12　目透し貼　ＥＰ
モルタル金鏝　ＶＰ

ステンレス流し台、コンロ台、食器棚

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOP　同　左 　同　左 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ 2,500 教具棚、カーテンボックス（レール共）

改修前

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 　同　左 　同　左 ＬＧＳ 2,400 更衣棚、カーテンボックス（レール共）塩ビ製 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ

改修前 職員室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ
行事用黒板（1800×900）、黒板（2700×900）、ステンレス流し台、コンロ台
書架、窓下戸棚、戸棚、手洗い器、カーテンボックス（レール共）

１　
　

階

改修前 事務室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800
行事用黒板（1800×900）、、ステンレス流し台（L1200）、掃除用具入
カーテンボックス（レール共）

木製SOP

改修前 職員玄関 １００ 　同　左 ＬＧＳﾓﾙﾀﾙ金ゴテ テラゾーブロック ｺﾝｸﾘｰﾄ モルタル刷毛引の上、吹付タイル 吸音石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ FL+2,650木製SOP

改修前 校長室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 3,050木製SOPタイルカーペット貼t-7.6

教具室１

教具室２

用務員押入

用務員湯沸室

職員室

事務室

職員玄関

校長室

教具室１

教具室２

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

田中 田中

３

【 特記 】

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ（FL±0）
100角磁器質タイル（FL-150）

　同　左

・[ｱｽ]：アスベスト含有建材を示す。

改修前 保健室

改修前

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP
反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、流し台、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

改修前 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ
穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音板t-50入り）

　同　左 　同　左 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP
木組

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ
2,400
2,850スタジオ

相談室

保健室

スタジオ

相談室

改修前 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP同上　前室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 2,400

改修前 金工・木工準備室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800木製SOP 行事用黒板（1800×900）、整理戸棚、工具棚、カーテンボックス（レール共）

改修前 木工教室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP
フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ
モルタル金鏝仕上

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、ＯＨＰスクリーン
流し台、整理戸棚、掃除用具入、生徒用作業台、教師用作業台

改修前 金工教室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP
フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ
モルタル金鏝仕上

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、流し台、掃除用具入
整理戸棚、万力台、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）
生徒用作業台、教師用作業台

同上　前室

金工・木工準備室

木工教室

金工教室

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音材t-50入り）

改修前

暗幕カーテンボックス（レールダブル共）　・　吊りバトン　3本合板t-12下地、ニードルパンチカーペット

改修前 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ木製SOP 暗幕カーテンボックス（レールダブル共）調整室 2,600 調整室木組
穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音材t-50入り）

合板t-12下地、ニードルパンチカーペット
配線ピット蓋：ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

ロックウール化粧吸音板t-9（石膏ボードt-9捨貼共）

下足箱

ベット仕切りカーテンレール　・　行事用黒板1800×900

行事用黒板（1800×900）、掲示板（既製品）1200×900、カーテンボックス（レール共）
手洗い器、更衣ロッカー、戸棚、飾り棚

－

 ７

内 部仕 上表 （２ ）
Ｒ８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

ソラールＧＣt-12（岩綿吸音板）[ｱｽ]

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

内　　部　　仕　　上　　表

棟 室　　　名階
下　地 仕　　　　　上

床

下　地 廻り縁高　さ

巾　　　木

下　地 仕　　　　　上

腰　壁

仕　　　　　上

中　壁

仕　　　　　上

上部壁

天井高

天　　　　　井

仕　　　　　上
備　　　　　考 室　　名

新設ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 既存フローリングブロック撤去（下地モルタル共）
新規モルタル金ゴテt-37　下地の上、
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

タイル貼り部分：既存のまま

・木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）　：　田島：ACﾌﾛｱ木目28同等　・通り：SFﾌﾛｱNW同等



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

既存のまま １００ 既存のまま

職員便所 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま１００

既存のまま １００ 既存のまま

第１理科教室 既存のまま １００ 既存のまま

第２理科教室 既存のまま １００ 既存のまま

理科準備室 既存のまま １００ 既存のまま

図書室 既存のまま １００ 既存のまま

図書準備室 既存のまま １００ 既存のまま

既存のまま １００ 既存のまま

集会室 １００ 既存のまま既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま １００ 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま

１００ 既存のまま既存のまま

１００ 既存のまま既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま １００ 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま

進路相談室１

進路相談室２

既存のまま 既存のまま消火栓ポンプ室 － －既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

印刷室

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま更衣室

教具庫３

教具庫４

職員便所

第１理科教室

第２理科教室

理科準備室

図書室

図書準備室

集会室

進路相談室１

進路相談室２

消火栓ポンプ室

印刷室

更衣室

教具庫３

教具庫４

特別支援（５組）

特別支援（６組）

特別支援（５組）

特別支援（６組）

支援室 既存のまま １００ 既存のまま 支援室

既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま既存のまま 既存のまま
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Ａ

校　
　

舎　
　

棟

【 特記 】

田中 田中

３

・[ｱｽ]：アスベスト含有建材を示す。

改修前 印刷室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ 2,500 印刷台、戸棚、カーテンボックス（レール共）木製SOP

改修前 職員便所 １００ ＬＧＳ既存仕上げ 床材立上げ ＬＧＳ 　同　左 　同　左 2,380 ライニング木製SOP

１　
　

階

２　
　

階

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,500長尺塩ビシートt-2.0 吸音テックスt-9貼
黒板（1800×900）、ステンレス作業台、戸棚（低）、戸棚
暗幕カーテンボックス（レール共）

改修前 第１理科教室 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ
上下黒板（3600×1800）、観察台、整理戸棚、流し台、掃除用具入
ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）
生徒用実験台、教師用実験台

改修前 第２理科教室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ
上下黒板（3600×1800）、観察台、整理戸棚、流し台、掃除用具入
ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）
生徒用実験台、教師用実験台

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800理科準備室 カーテンボックス（レール共）、整理戸棚、観察台、流し台
教師用実験台

改修前 図書室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800図書準備室

行事用黒板（1800×900）、閲覧テーブル、カーテンボックス（レール共）

受付カウンター、閲覧テーブル、掃除用具入、
カーテンボックス（レール共）、手洗い器

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 塩ビ製 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ 2,400 更衣棚、カーテンボックス（レール共）

改修前

改修前

改修前

集会室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組 ＬＧＳ 木製SOP
フローリング直貼工法t-15　塗装品　（FL+50）
タイルカーペットt-6　（FL+50）

木製　ＣＬ 板張りt-9　塗装品 　同　左 石膏ボードt-12.5の上、ビニールクロス貼 カーテンボックス（レール共）3,000

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 3,000
反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

ＯＡフロアーH50の上、タイルカーペットt-6（FL+50）

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組 ＬＧＳ 木製SOP木製　ＣＬ 板張りt-9　塗装品 　同　左 石膏ボードt-12.5の上、ビニールクロス貼 カーテンボックス（レール共）3,000

進路相談室１

進路相談室２ タイルカーペットt-6　（FL+50）

改修前 　同　左 　同　左消火栓ポンプ室 コンクリート モルタル金鏝仕上 － － －ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄモルタル金鏝仕上 モルタル金鏝仕上 －

改修前

改修前 木組 タタミ寄せ 木下地組 　同　左 　同　左
石膏ボードt-12下地、
ビニールクロス貼（ジュラク調）

ＬＧＳ 化粧石膏ボードt-9　和天井杢目　目透し貼木製SOP 2,500

石膏ボードt-9.5の上、岩綿吸音板t-9（平板）貼

石膏ボードt-9.5の上、岩綿吸音板t-9（平板）貼

更衣室

教具庫３

教具庫４

印刷室

職員便所

第１理科教室

第２理科教室

理科準備室

図書室

図書準備室

集会室

進路相談室１

進路相談室２

消火栓ポンプ室

更衣室

教具庫３

教具庫４

特別支援（５組）

特別支援（６組）

特別支援（５組）

特別支援（６組）

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ 合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、掃除用具入
ロッカー、教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

改修前 支援室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ　同　左 　同　左 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ 2,400木製SOP 支援室ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

タタミ敷き（FL+250）
踏込み：フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

カーテンボックス（レール共）・　ホワイトボードW1800×H900

－

 ８

内 部仕 上表 （３ ）

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt-2の上、長尺塩ビシートt-2.5【H31年　改修】
化粧ケイカル板t-6（シール工法）
【H31年　改修】

化粧石膏ボードt-9.5【H31年　改修】

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

内　　部　　仕　　上　　表

棟 室　　　名階
下　地 仕　　　　　上

床

下　地 廻り縁高　さ

巾　　　木

下　地 仕　　　　　上

腰　壁

仕　　　　　上

中　壁

仕　　　　　上

上部壁

天井高

天　　　　　井

仕　　　　　上
備　　　　　考 室　　名

・木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）　：　田島：ACﾌﾛｱ木目28同等　・通り：SFﾌﾛｱNW同等



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

音楽準備室 １００

音楽室 １００

１００ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ準備室 １００

美術室

美術準備室

１００既存のまま

１００既存のまま

既存のまま １００

既存のまま １００

既存のまま １００

生徒会室 １００既存のまま

相談室 １００既存のまま

教具室５

楽器庫

音楽活動室

相談室 １００既存のまま既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま

既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま
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Ａ

校　
　

舎　
　

棟

【 特記 】

３

・[ｱｽ]：アスベスト含有建材を示す。
田中 田中

３　
　

階

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ音楽準備室 整理戸棚、掃除用具入、カーテンボックス（レール共）、五線黒板（2700×900）
2,800
2,400

改修前 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOP
穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音板t-50入り）

　同　左 　同　左 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ音楽室
音楽用上下黒板（3600×1200）、整理戸棚
ＯＨＰスクリーン、、カーテンボックス（レール共）

3,250-3,000
3,070-2,820
2,890-2,640

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOP　同　左 　同　左 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

改修前 １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOP
穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音板t-50入り）

　同　左 　同　左 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 整理戸棚、掃除用具入、カーテンボックス（レール共）ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ準備室 鋼製床組
ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ

3,050
2,690
2,290

改修前 美術室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800美術準備室 整理戸棚、作品戸棚、流し台、掃除用具入、カーテンボックス（レール共）

改修前

改修前

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOPビニル床タイルt-2 　同　左 　同　左 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ 2,500 整理棚、カーテンボックス（レール共）

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800 平面黒板（1800×900）、カーテンボックス（レール共）

改修前 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 　同　左 　同　左 ＬＧＳ 2,400 更衣棚、カーテンボックス（レール共）塩ビ製 石膏ボードt-9　目透し貼ＥＰ

改修前

改修前 生徒会室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ １００ 木下地組木製　ＳＯＰ ＬＧＳ 木製SOPフローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 3,050穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ
反曲面黒板（3600×1200）、背面黒板（2700×900）、ロッカー、掃除用具入
教師用戸棚、ＯＨＰスクリーン、カーテンボックス（レール共）

改修前 相談室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 2,800 平面黒板（2700×900）、カーテンボックス（レール共）

改修前

改修前

改修前

改修前

上下黒板（3600×1800）、展示戸棚、流し台、カーテンボックス（レール共）
OHPスクリーンボックス　150×150×L3,300

教具室５

楽器庫

音楽活動室

音楽準備室

音楽室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ準備室

美術室

美術準備室

生徒会室

相談室

教具室５

楽器庫

音楽活動室

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

合板t-5.5下地、掲示クロス貼

ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ

鋼製床組

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ

合板t-12の上、フローリングブロック貼t-15　ＯＳＶ（FL+180・360）

穿孔合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ
（内部：無機質繊維吸音板t-50入り）

改修前 相談室 ﾓﾙﾀﾙ金ゴテ フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ １００木製　ＳＯＰ 木下地組 合板目透し貼t-5.5　ＳＯＰ 吸音テックスt-9貼 ＬＧＳ 木製SOP 穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ 平面黒板（2700×900）、カーテンボックス（レール共）
2,800
2,400 相談室合板t-5.5下地、掲示クロス貼

改修前

フローリングブロック直貼工法t-15　ＯＳＶ
配線ピット蓋：ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

合板t-12の上、フローリング貼t-15　塗装品（FL+360）
踏込み：ニードルパンチカーペット
配線ピット蓋：ビニル床タイルt-2[ｱｽ]

反曲面白板（3600×1200）、配線ピット、カーテンボックス（レール共）
ＯＨＰスクリーン

 ９

内 部仕 上表 （４ ）
－ Ｒ８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

内　　部　　仕　　上　　表

棟 室　　　名階
下　地 仕　　　　　上

床

下　地 廻り縁高　さ

巾　　　木

下　地 仕　　　　　上

腰　壁

仕　　　　　上

中　壁

仕　　　　　上

上部壁

天井高

天　　　　　井

仕　　　　　上
備　　　　　考 室　　名

・木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）　：　田島：ACﾌﾛｱ木目28同等　・通り：SFﾌﾛｱNW同等



○

○校舎Ｂ　外部　屋上　アスファルト防水

○

○

○

○

○

○

校舎Ａ　外部　屋上　アスファルトルーフィング

校舎Ａ　外部　屋上　アスファルト防水

機械室Ａも習う

機械室Ａも習う

機械室Ａ　暖房機室　煙道　フランジパッキン

機械室Ａ　暖房機室　配管　フランジパッキン

○

○

浄化槽　浄化槽室　配管　フランジパッキン

校舎Ａ　調理室　ダクト　フランジパッキン

○

○

機械室Ｂ　暖房機室　煙道　フランジパッキン

機械室Ｂ　暖房機室　配管　フランジパッキン

○

○

校舎Ｂ棟のＰタイルは全て習う

校舎Ａ棟のＰタイルは全て習う

校舎Ｂも含め、出入口庇は全て習う

機械室Ａも習う

機械室Ａも習う

校舎Ｂ　１階　校長室　壁　岩綿吸音板（ソラール） 校舎Ａ・Ｂ棟共に、岩綿吸音板（ソラール）は含有として扱う

校舎Ｂ　消火栓ポンプ室　ダクト　フランジパッキン

体育館渡り廊下　壁　石綿セメント板

体育館渡り廊下　天井　石綿セメント板

○

校舎Ａ　外部　外壁　仕上塗材①（下地調整材に含有）

校舎Ａ　外部　外壁　仕上塗材②（下地調整材に含有）

校舎Ｂ　１階　階段室　床　Ｐタイル（接着材は含有無し）

校舎Ａ　１階　階段室　床　Ｐタイル（接着材は含有無し）

○

○

Ａ

番号 試験体採取箇所・仕上げ材
無し 有り

石綿含有の有無
備　　　考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

○

○

○

17

■　石綿分析調査結果

機械室Ａ　暖房機室　配管エルボ　水練り保温材

校舎Ｂ　外部　外壁　仕上塗材①

校舎Ｂ　外部　外壁　仕上塗材②

校舎Ｂ　外部　打継目地コーキング

○

○

校舎Ｂ　外部　開口部　コーキング ○

18

19

20

21

22

23

校舎Ｂ　玄関ポーチ　床　タイル下地

○校舎Ｂ　玄関ポーチ　靴洗場　テラゾ

○

○

校舎Ｂ　１階　女子休憩更衣室　壁　石膏ボード＋クロス

校舎Ｂ　１階　女子休憩更衣室　天井　化粧石膏ボード（杉柾）

○校舎Ｂ　１階　校長室　天井　岩綿吸音板

○校舎Ｂ　１階　階段室　ササラ　テラゾ

○校舎Ｂ　２階　進路相談室　壁　石膏ボード＋クロス

○校舎Ｂ　３階　廊下　天井　有孔石膏ボード

○校舎Ｂ　３階　廊下　天井　石膏ボード

○

○

校舎Ａ　外部　打継目地コーキング

24

25

26

27

28

29

30

31

32

校舎Ａ　外部　開口部　コーキング

○

○

校舎Ａ　玄関ポーチ　床　タイル下地

校舎Ａ　玄関ポーチ　靴洗場　テラゾ

校舎Ａ　１階　用務員室　壁　ラスボードじゅらく ○

○校舎Ａ　１階　階段室　ササラ　テラゾ

○校舎Ａ　２階　体育館渡り廊下　床　Ｐタイル

○

○

校舎Ａ　３階　廊下　天井　有孔石膏ボード

校舎Ａ　３階　廊下　天井　石膏ボード

○校舎Ａ　３階　配膳室　床　長尺シート

機械室Ｂも習う

機械室Ｂ、浄化槽上屋も習う

機械室Ｂ、浄化槽上屋も習う

機械室Ｂ、浄化槽上屋も習う

機械室Ｂ、浄化槽上屋も習う

※　建設年度より含有が疑わしい建材について調査を行った。含有ありと判定された建材は採取室以外の建物全体に適用する。

■　石綿含有みなし建材

無し 有り

石綿含有の有無
備　　　考箇所・仕上げ材

○ H27年報告書より　含有無し

○ H27年報告書より　含有無し

機械室Ａ　暖房機室　煙突　ハイスタック

機械室Ｂ　暖房機室　煙突　ハイスタック

田中 田中

３

１０

※　特記　：　照明器具及び、キュービクルへのＰＣＢ含有は無し。（聞き取り）
　　　　　　　但し、上記以外でＰＣＢ含有の恐れのある物は、調査を行うこと。

ア スベ スト 含有 建材 一覧 表
－ Ｒ８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

校舎Ｂ　壁　吸音テックス

校舎Ａ　壁　吸音テックス

○

○ 木質系は含有無し

木質系は含有無し

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正



Ａ田中 田中

３

事前調査と処理計画及び処理計画書等を作成する。

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

事前調査結果と届け出内容を発注者へ説明する。

①安全衛生設備を調達し、事前に点検をする。

②防護服、呼吸用保護具は国家検定等計画書に基づく作業レベルに応じたものを

③使用資材、機材、安全衛生設備等は一時保管場所へ搬入する。

⑤処理作業現場外に休憩所を設置する。

　夏期作業時には飲料水と塩を用意し、熱中症にも配慮する。

床面をＨＥＰＡフィルター付掃除機等で念入りに清掃する。

　また、落下防止の処置を行うとともに盗難にも注意を払う。

　ポリ袋の開封は絶対行わず、破れ等が生じた時は、速やかにテープ等で補修し、

　新たにポリ袋に密封する。廃棄物はポリ袋に入ったまま開封せずに埋立処分する。

工事記録を作成するとともに、発注者等に工事完了報告をして、完成検査を受ける。

作業者記録、作業等記録は、石綿障害予防規則　第35条により４０年間保存する。

　事前調査結果は関係作業者のみならず、周辺住民にも見易い場所へ石綿規則第３条の規定等を掲示する。

④アスベスト処理作業中である事等の標識は、作業場内外からも周辺住民の見易い所に表示する。

　予定作業者数より多くの数を準備し、フィルター及び交換備品の確認、点検を実施する。

（3）資材等の調達・搬入・点検

（7）清掃

（9）検査

（10）記録

（5）配管エルボ保温材の切断

（6）袋詰め

（4）仮設足場（立ち馬等の設置）

配管下に立ち馬等を設置する。

非石綿含有部分をセーバーソーで切断する。

撤去した配管エルボをアスベスト専用黄いろポリエチレン袋と透明ポリエチレン袋に入れ二重密封する。

（8）特別管理産業廃棄物の運搬・処分

①石綿廃棄物は、仮保管庫に集積し収集運搬日まで特別管理産業廃棄物管理責任者の管理元で保管する。

②収集運搬車両には他の廃棄物と混載せず、最終処分場には直行する。

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

（3）資材等の調達・搬入・点検

（4）仮設足場（立ち馬等の設置）

（5）配管エルボ保温材の切断

（6）袋詰め

（7）清掃

（8）特別管理産業廃棄物の運搬・処分

（9）検査

（10）記録

完了

事前調査と処理計画及び処理計画書等を作成する。

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

事前調査結果と届け出内容を発注者へ説明する。

①安全衛生設備を調達し、事前に点検をする。

②防護服、呼吸用保護具は国家検定等計画書に基づく作業レベルに応じたものを

　予定作業者数より多くの数を準備し、フィルター及び交換備品の確認、点検を実施する。

③使用資材、機材、安全衛生設備等は一時保管場所へ搬入する。

④アスベスト処理作業中である事等の標識は、作業場内外からも周辺住民の見易い所に表示する。

　事前調査結果は関係作業者のみならず、周辺住民にも見易い場所へ石綿規則第３条の規定等を掲示する。

⑤処理作業現場外に休憩所を設置する。

　夏期作業時には飲料水と塩を用意し、熱中症にも配慮する。

（3）資材等の調達・搬入・点検

（4）仮設足場設置

外壁に枠組み足場を設置する。枠組み足場と外壁の間は900mm程度空け、

中間にブラケット足場を設置する。また、枠組み足場周囲は防炎シートを張る。

　新たにポリ袋に密封する。廃棄物はポリ袋に入ったまま開封せずに埋立処分する。

超高圧水により専用除去装置を用いて外壁下地調整塗材の切削洗浄除去を実施する。

貯留槽に溜めた汚染水を膜ろ過処理しアスベストと水を分離させ、水を側溝等に放流する。

貯留槽に沈殿したアスベストは、アスベスト廃棄用透明ポリ袋で二重密封する。

床面をＨＥＰＡフィルター付掃除機等で念入りに清掃する。

②収集運搬車両は最終処分場又は積み替え保管場所まで直行する。

　また、落下防止の処置を行うとともに盗難にも注意を払う。

　ポリ袋の開封は絶対行わず、破れ等が生じた時は、速やかにテープ等で補修し、

工事記録を作成するとともに、発注者等に工事完了報告をして、完成検査を受ける。

作業者記録、作業等記録は、石綿障害予防規則　第35条により４０年間保存する。

①石綿廃棄物は、仮保管場所に集積し収集運搬日まで保管する。

壁面及び天井面は、厚み0.10ｍｍのポリエチレンシートで1枚張りとする。

床面は厚み0.8ｍｍの加硫ゴム系防水シートで1枚張りとする。

（5）作業区域の養生

（6）外壁仕上塗材除去

（7）アスベスト汚染水処理

（8）袋詰め

（9）清掃

（10）産業廃棄物の運搬・処分

（11）検査

（12）記録

（1）事前調査及び処理計画

（1）事前調査及び処理計画

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

（3）資材等の調達・搬入・点検

（4）仮設足場設置

（5）作業区域の養生

（6）外壁仕上塗材除去

(7）アスベスト汚染水処理

（8）袋詰め

（9）清掃

（10）産業廃棄物の運搬・処分

（11）検査

（12）記録

完了

（1）事前調査及び処理計画

（1）事前調査及び処理計画

アスベスト含有　レベル3（計画書届出不要）

その他の石綿含有建材（成形板等）

アスベスト含有　レベル2（労基への届出は必要）

石綿含有保温材、耐火被覆材、断熱材（配管エルボ保温材　等）石綿含有吹付け材（吹付けひる石　等）

（4）資材等の調達・搬入・点検

③使用資材、機材、安全衛生設備等は一時保管場所へ搬入する。

④アスベスト処理作業中である事等の標識は、作業場内外からも周辺住民の見易い所に表示する。

①安全衛生設備を調達し、事前に点検をする。

②防護服、呼吸用保護具は国家検定等計画書に基づく作業レベルに応じたものを

　予定作業者数より多くの数を準備し、フィルター及び交換備品の確認、点検を実施する。

⑤処理作業現場外に休憩所を設置する。

　夏期作業時には飲料水と塩を用意し、熱中症にも配慮する。

　の規定等を掲示する。

　事前調査結果は関係作業者のみならず、周辺住民にも見易い場所へ石綿規則第３条

     事前調査と処理計画及び処理計画書等を作成する。

　　 事前調査結果と届け出内容を発注者へ説明する。

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

（3）関係役所等への届出

     関係役所等に処理工事の届出を行う。

（1）事前調査及び処理計画

（5）仮設足場設置

     天井下に移動式足場を設置する。

　　 ポリエチレンシートの端末部は粘着テープ等で固定をする。

　　 床面は厚み0.15ｍｍのポリエチレンシートを２枚張りつける。

（6）作業区域の隔離養生

　　 壁面は厚み0.10ｍｍのポリエチレンシートを張り、

（7）セキュリティゾーンの設置

　　 セキュリティゾーン（更衣室・洗身室・前室）を設置し除去作業区域に隔離通路によって接続する。

　　 出入り口及び各室間はポリエチレンシートによりカーテンを設置する。

（8）集じん排気装置の設置

　　 石綿繊維が99.97％以上の補集効率のあるＨＥＰAフィルター（高性能微粒子フィルター）を

　　 装備してる機種を隔離養生内に設置する。

（9）天井材の撤去

　　 天井材をバール等で撤去する。

　　 石綿繊維が99.97％以上の補集効率のあるＨＥＰAフィルター（高性能微粒子フィルター）を

　　 粉じん飛散抑制剤を吹付け後、スクレーパー、ブラシ等で除去する。

　　 区域内のアスベスト粉じん濃度低減の為、必要に応じて気中にもスプレーをする。

     アスベスト専用黄色ポリエチレン袋に入れた後、透明ポリエチレン袋に入れ二重密封する。

（12）粉じん飛散防止処理

　　 作業区域内を一旦清掃し、除去面及び隔離養生材に、

　　 粉じん飛散防止剤をエアレススプレイヤーで吹付けする。 その際、気中にも散布する。

（13）養生材等撤去

　　 壁面、床面の順に養生撤去し、隔離区域を解除する。養生ポリエチレンシートは、

　　 汚染面が内側になるように折りたたみ、ポリ袋で二重密封する。

     床面をＨＥＰＡフィルター付掃除機等で念入りに清掃する。

（11）袋詰め

（14）清掃

（10）吹付けひる石除去

①石綿廃棄物は、仮保管庫に集積し収集運搬日まで

　特別管理産業廃棄物管理責任者の管理元で保管する。

②収集運搬車両には他の廃棄物と混載せず、最終処分場には直行する。

　落下防止の処置を行うとともに盗難にも注意を払う。

　ポリ袋の開封は絶対行わず、破れ等が生じた時は、速やかにテープ等で補修し、

　新たにポリ袋に二重密封する。廃棄物はポリ袋に入ったまま開封せずに埋立処分する。

     工事記録を作成するとともに、発注者等に工事完了報告をして、完成検査を受ける。

（15）特別管理産業廃棄物の運搬・処分

（16）検査

アスベスト含有　レベル1（労基への届出は必要）

（1）事前調査及び処理計画

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

（3）関係役所等への届出

（4）資材等の調達・搬入・点検

（5）仮設足場設置

（6）作業区域の設置

（7）セキュリティゾーンの設置

（8）集じん排気装置の設置

（9）天井材の撤去

（10）吹付けひる石除去

（11）袋詰め

（12）粉じん飛散防止処理

（13）養生材等撤去

（14）清掃

（15）特別管理産業廃棄物の運搬・処分

（16）検査

（17）記録

完了

１１

ア スベ スト 除去 作業 フロ ー チャ ート
－ Ｒ８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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凡　　例

記　　号 改　修　概　要

床・巾木改修範囲を示す。（廊下、職員玄関）
床　：貼り替え改修（既存フローリング　→　長尺シート）
巾木：既存塗り替え改修

屋根防水改修範囲を示す。

屋根防水改修、笠木更新、ＲＤ更新、一部パラペット改修

既存図・改修図

Ｒ８
七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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凡　　例

記　　号 改　修　概　要

床・巾木改修範囲を示す。（廊下、職員玄関）
床　：貼り替え改修（既存フローリング　→　長尺シート）
巾木：既存塗り替え改修

屋根防水改修、笠木更新、ＲＤ更新、一部パラペット改修

屋根防水改修範囲を示す。（Ａ棟：１箇所・Ｂ棟：３箇所）

既　存　図

Ｒ８

屋根防水改修

屋根防水改修

屋根防水改修

屋根防水改修

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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凡　　例

記　　号 改　修　概　要

床・巾木改修範囲を示す。（廊下、職員玄関）
床　：貼り替え改修（既存フローリング　→　長尺シート）
巾木：既存塗り替え改修

屋根防水改修、笠木更新、ＲＤ更新、一部パラペット改修

屋根防水改修範囲を示す。（Ａ棟：１箇所・Ｂ棟：３箇所）

改　修　図

Ｒ８

１４

屋根防水改修

屋根防水改修

屋根防水改修

屋根防水改修

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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凡　　例

記　　号 改　修　概　要

床・巾木改修範囲を示す。（廊下、職員玄関）
床　：貼り替え改修（既存フローリング　→　長尺シート）
巾木：既存塗り替え改修

屋根防水改修、笠木更新、ＲＤ更新、一部パラペット改修

屋根防水改修範囲を示す。（Ａ棟：１箇所・Ｂ棟：３箇所）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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改　修　図

点線表示は既存のままの部分を示す。

変成シリコン系シーリングを示す。

アルミ製笠木：既存撤去・新設

既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、モルタル充填

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気衝撃工法）新設
一部　防水保護板t-7.5

既存ルーフドレン撤去
テンレス製ルーフドレンφ100新設（ＯＫドレン）

アルミ製笠木：既存撤去・新設

アルミ製笠木：既存撤去・新設

既存ルーフドレン撤去
テンレス製ルーフドレンφ100新設（ＯＫドレン）

アルミ製水切笠木：既存撤去・新設

既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、モルタル充填

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気衝撃工法）新設
一部　防水保護板t-7.5

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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１９

矩 計図 【昇 降口 ・ ﾊ ﾞ ﾙ ｺ ﾆ ｰ】（ Ａ棟 ）七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
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相 談 室

改　修　図

点線表示は既存のままの部分を示す。

変成シリコン系シーリングを示す。

矩 計図 - 1【 一 般部 】（ Ｂ棟 ）
３

田中 田中

巾木：SOP塗替え

巾木：SOP塗替え

巾木：SOP塗替え

巾木：SOP塗替え
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２０

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｇ Ｋ Ｌ

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設
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A1＝1/30、A3=1/60

改　修　図

３

田中 田中

職員玄関　断面詳細図　　　 1 / 3 0 職員玄関　正面　立面図　　　 1 / 3 0

点線表示は既存のままの部分を示す。

変成シリコン系シーリングを示す。

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｒ８
矩 計図 - 2【 職 員玄 関】 （Ｂ 棟）
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アルミ製笠木：既存撤去・新設
既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、モルタル充填

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気衝撃工法）新設
一部　防水保護板t-7.5

框：既存のまま

アルミ製水切笠木：既存撤去・新設

既存ルーフドレン撤去
テンレス製ルーフドレンφ100新設
　　　　　　　　　（ＯＫドレン）

アルミ製笠木：既存撤去・新設

巾木：SOP塗替え

Ｋ Ｇ

ＫＧ 10 11

シーリング

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設
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改　修　図

点線表示は既存のままの部分を示す。

変成シリコン系シーリングを示す。
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ポ　ー　チ

事　務　室

FL-200

FL-150

FL±0

FL-320

FL-440

FL-600 FL-600

FL-440FL-440

FL-320 FL-320

事務室・職員玄関　平面詳細図　 1 / 3 0 ポーチ屋根伏図　　　 1 / 3 0

水勾配 1/100

展開
方向

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

職員玄関

FL±0

FL-490

FL-500

バルコニー

防水保護板t-7.5

既存ルーフドレン撤去
テンレス製ルーフドレンφ100新設（ＯＫドレン）

アルミ製水切笠木：既存撤去・新設

アルミ笠木 W=350　既存撤去・新設

アルミ笠木 W=350　既存撤去・新設

アルミ笠木 W=350　既存撤去・新設

既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、モルタル充填

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気衝撃工法）新設
一部　防水保護板t-7.5

上り框（テラゾ）：既存のまま

巾木　-　SOP塗替え

　壁　-　既存のまま

天井　-　既存のまま

Ｒ８
職 員玄 関　 平面 詳細 図（ Ｂ 棟）

２２

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

９ 10 11

Ｇ

Ｋ

10 11

　床　-　新設モルタル金ごてt-37下地
　　　　 木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設
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A1＝1/30、A3=1/60 ３

田中 田中

▼2FL

廊　下 印刷室

▼GL

▼2FL

▼1FL

廊　下

金工室

断面詳細図（Ｂ棟）　　　1 / 3 0

水呑場

階段室

ＵＰ
ＤＮ

男子便所

PS

金工室屋根伏図（Ｂ棟）　　　 1 / 1 0 0

階段室

EXP.J

集会室

図書準備室

教具庫３

教具庫４

印刷室部屋根伏図（Ｂ棟）　　　 1 / 1 0 0

校舎Ａ 校舎Ｂ

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

Ｏ

Ｋ Ｌ Ｏ

Ｌ

Ｏ

19 20 21 22 23 24

Ｇ

Ｌ

Ｋ

Ｍ

4 5 6 7 8 9

改　修　図

点線表示は既存のままの部分を示す。

変成シリコン系シーリングを示す。

400

アルミ水切　新設
 60×30

押えコンクリートt-60新設
（溶接金網　φ6＃100）

【既存ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ部分】
防水保護板t-7.5 既存コンクリート面下地処理

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

環境対応型ウレタン塗膜防水新設 既存目地材撤去、目地モルタル充填新設

アルミ笠木 W=175　新設

既存排水開口部
コンクリート打設塞ぎ（D10@200共）
アクリル系リシン吹付仕上

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設

縦樋（設備工事）：配管用炭素鋼鋼管(白管SGP)100φ
　　　　　　　　　　ＤＰ塗装　新設
　　　

防水保護板t-7.5

アルミ笠木 W=175　新設

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設（3ヶ所）

アルミ笠木 W=175　新設

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設（2ヶ所）

防水保護板t-7.5

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

アルミ水切　新設
 60×30

押えコンクリートt-60新設
（溶接金網　φ6＃100）

【既存ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ部分】
防水保護板t-7.5

アルミ笠木 W=175　新設

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設
環境対応型ウレタン塗膜防水新設

押えコンクリートt-70新設の上、環境対応型ウレタン塗膜防水新設
（溶接金網　φ6＃100）

既存コンクリート面下地処理

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

既存目地材撤去、目地モルタル充填新設

廊　下

巾木：SOP塗替え

廊　下

巾木：SOP塗替え

Ｒ８
矩 計図 - 3・ 平 面図 【陸 屋根 部】 （Ｂ 棟 ）

２３

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設

新設モルタル金ごてt-37下地
木目調ビニル床シートt-2.8（NO WAX品）新設



Ａ

S = 1/20 S = 1/20

改　修　図

３

田中 田中

A1＝1/10、20、30、A3=1/20、40、60

Ｂ棟陸屋根部分（L-M通間－5-9通間、金工室屋根）　防水納まり詳細図（改修前） Ｂ棟陸屋根部分（L-M通間－5-9通間、金工室屋根）　防水納まり詳細図（改修後）

既　存　図

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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１
10

0
１
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0

１
５０

アルミ笠木 W=175

雨水吐水口

排水溝W=300
砂利敷込 t-50

絶縁シート

押出発泡スチロール

均シモルタル t-15

アスファルト防水層

豆砂利コンクリート t-60

既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、新設

防水保護板t-7.5

１
５０

アルミ笠木 W=175

雨水吐水口

排水溝W=300
砂利敷込 t-50

アスファルト露出防水（一部：アスファルト成形板t-6敷き）

１
５０

絶縁シート

押出発泡スチロール

均シモルタル t-15

アスファルト防水層

豆砂利コンクリート t-60

アスファルト露出防水

クリンカータイル150角

クリンカータイル150角

１
10

0
１

10
0既存コンクリート面下地処理

既存目地材撤去、新設

防水保護板t-7.5

１
５０

アルミ笠木 W=175　新設

アルミ笠木 W=175　新設

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設

点線表示は既存のままの部分を示す。

実線表示は改修工事部分を示す。

シーリング

アルミ水切　新設
 60×30

既存コンクリート面下地処理
押えコンクリートt-70新設の上、ｳﾚﾀﾝ防水新設
（溶接金網　φ6＃100）

押えコンクリートt-70（水下）～115（水上）新設
（溶接金網　φ6＃100）

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気衝撃工法）新設

笠木アルミ W=175

ステンレス金網

アルミ水切
43×94

アルミ笠木 W=175

砂利敷込 t-50

アスファルト露出防水

絶縁シート

押出発泡スチロール

均シモルタル t-15

アスファルト防水層

１
５０

豆砂利コンクリート t-60

アルミトップアングル
アスファルトコチング

両側-伸縮目地

シーリング

雨水吐水口

雨水吐水口　正面図

クリンカータイル150角 既存目地材撤去、モルタル充填押えコンクリートt-60新設
（溶接金網　φ6＃100）

環境対応型ウレタン塗膜防水新設

【既存ｸﾘﾝｶｰﾀｲﾙ部分】

防水保護板t-7.5

アルミ水切　60×30

撤去箇所を示す。

アルミ笠木 W=175　新設

既存排水開口部
コンクリート打設塞ぎ（D10@200共）
アクリル系リシン吹付仕上

ステンレス鋳鉄製ルーフドレン100φ新設

▼GL

▼1FL

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

環境対応型ウレタン塗膜防水材（通気緩衝工法）新設

Ｒ８ 雑 詳細 図１ （Ｂ 棟陸 屋根 改 修詳 細図 ）
　 　　 　　 　　 　（ 既存 図 ・改 修図 ）

縦樋（建築工事）：配管用炭素鋼鋼管(白管SGP)100φ
　　　　　　　　　　ＤＰ塗装　新設
　　　

縦樋（建築工事）：配管用炭素鋼鋼管(白管SGP)100φ
　　　　　　　　　　ＤＰ塗装　新設
　　　

２４

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）

Ｌ Ｏ

Ｍ

Ｌ Ｏ

Ｍ

Ｏ

Ｍ
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A1＝1/30、A3=1/60

廊　下

廊　下理科教室

美術教室

図書室

増シコンクリート打込

合板 t-12.0

石膏ボード貼 t-9.0

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

合板型枠コンクリート打放シ アクリル系リシン吹付

押出硬質発泡スチロール t-50.0

廊　下調理教室 押入湯沸室 用務員室

吹付タイル

吹付タイル

合板型枠コンクリート打放シ アクリル系リシン吹付 目地切

床：長尺シート

吹付タイル

軽鉄天井下地

防水モルタル
金ゴテ仕上

柱型：合板目透シ貼 t-5.5 SOP

吹付タイル

合板型枠コンクリート打放シ アクリル系リシン吹付

45×65　 ＠500
アンカー ＠600

砂利敷込 t-200歩車道境界
ブロックA

マクラ木：松材 60×60×500透水コンクリート Φ200

川砂敷

押出硬質発泡スチロール t-50

押出発泡スチロール t-50

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

巾木：100×18 SOP

亜鉛合金板 瓦棒葺
アスファルトルーフィング 22㎏ t-0.5

押出発泡スチロール t-50

ステンレスパイプ Φ42

押出発泡スチロール t-50

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

押出発泡スチロール t-50

押出発泡スチロール t-50

防水モルタル
金ゴテ仕上

合板 t-15

根太網 30×35

耐水合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

廻縁：35×25 SOP

穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

無機質繊維吸音材 t-40

合板 t-12

押出発泡スチロール t-50

130×24 SOP

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

掲示板 合板下地 t-5.5 ニチロンセード貼

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

ボーダー 石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

140×24 SOP

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP
ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

穿孔合板目透シ貼 t-5.5

枠：100×24 SOP

ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

100×50

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

掲示板 合板下地 t-5.5 ニチロンセード貼

合板目透シ貼 t-5.5 SOP

FIX 透明ガラス t-2.0

廻縁：35×25 SOP

合板 t-12

亜鉛合金板 瓦棒葺
アスファルトルーフィング 
22㎏ t-0.5

50×100

押出発泡スチロール t-38

130×24 SOP

押出発泡スチロール t-38

巾木 100×18 SOP床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

化粧石膏ボードt-9　和天井杢目　目透シ貼

犬走り：コンクリート同時金ゴテ押え
　　　　目地切 ＠900

砂利敷込 t-200

棟：240×24の上、亜鉛合金板 t-0.5　包み

ボイドスラブ（音楽室のみ）

押出硬質発泡スチロール（低音アスファルト壁面圧着貼）t-50

均シモルタル t-15

スラブ t-135

アスファルトルーフィング 22㎏

木毛板 t-15

屋根：亜鉛合金板 t-0.5　瓦棒葺

コンピューター室

▼GL

▼3FL

▼2FL

▼1FL

押出発泡スチロール t-38

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP
ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

Ａ

３

田中 田中

既　存　図

川砂敷

マクラ木：松材 60×60×500 透水コンクリート Φ200

矩計図（Ａ棟）　　　 1 / 3 0

撤去箇所を示す。

シーリングを示す。

柱型：合板型枠コンクリート打放シ 

アクリル系リシン吹付 目地切

合板型枠コンクリート打放シの上、

吹付タイル

合板型枠コンクリート打放シの上、

吹付タイル

合板型枠コンクリート打放シ 

アクリル系リシン吹付 目地切

合板型枠コンクリート打放シ

下地処理の上、吹付タイル

柱型：合板型枠コンクリート打放シ 

アクリル系リシン吹付 目地切

タタミ

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

腰壁：平石膏ボード t-12 下地

　　　ビニールクロス貼

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシ

矩 計図 - 1【 一 般部 】（ Ａ棟 ）
Ｒ８

２５

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地
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A1＝1/30、A3=1/60

アルミ笠木 W=400

アルミ笠木 W=200

押えコンクリート t-100

伸縮目地

カラーアルミスパンドレル貼 t-1.0

柱型：コンクリート打放シの上、吹付タイル

床：100角磁器タイル貼

見切縁 100×30 SOP

床：100角磁器タイル貼

ポーチ昇降口

図書室

合板 t-5.5 目透シ SOP

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

防水モルタル金ゴテ

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV仕上

押出発泡スチロール t-50

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

穿孔石膏ボードt-9（ﾎﾞｰﾀﾞｰ：石膏ボードt-9）目透し貼ＥＰ

吹付タイル

泥落としマット：600×1,000

外部階段用
ノンスリップタイル

昇降口　断面詳細図　　　1 / 3 0 昇降口　正面　立面図　　　 1 / 3 0

防水モルタル金ゴテ仕上

手摺子：ステンレスΦ21 SUS304　HL仕上

手摺：ステンレスΦ42 SUS304　HL仕上

廊下

▼GL

▼3FL

▼2FL

▼1FL

Ａ

３

田中 田中

既　存　図

横層材　45×110　CL

長尺塩ビシート貼 t-2.0

踏摺　テラゾーブロック　50×130

壁：100角磁器タイル貼

人研 t-25

笠木：人研 t-25

撤去箇所を示す。

シーリングを示す。

コンクリート打放シの上　吹付タイル

コンクリート打放シの上　吹付タイル

コンクリート打放シの上　　吹付タイル

コンクリート打放シの上、

吹付タイル

コンクリート打放シの上　吹付タイルコンクリートパネル取付後　吹付タイル

コンクリート打放シの上　吹付タイル

コンクリート打放シの上　吹付タイル

モルタル刷毛引下地　吹付タイル

下足入れ

モルタル刷毛引下地　吹付タイル

天井：吸音石膏ボード t-9.0 目透シ貼　EP
　　　ボーダー 平石膏ボード t-9.0 目透シ貼 EP

廻縁（塩ビ）

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV仕上

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシ

アルミサッシアルミサッシ

廊下

廊下

手摺：ステンレスΦ42 SUS304　HL仕上

手摺子：ステンレスΦ21 SUS304　HL仕上

アルミサッシ アルミサッシ

バルコニー

昇降口屋根　平面詳細図　　　 1 / 3 0

豆砂利コンクリート 立上り

豆砂利コンクリート t-80

アスファルト防水（A-2）

均しモルタル t-20

ルーフドレン

アルミ笠木 W=400

アルミ笠木 W=200

伸縮目地

豆砂利コンクリート t-80

アスファルト防水（A-2）

均しモルタル t-20

ルーフドレン

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

Ｒ８
矩 計図 - 2【 昇 降口 ・ ﾊ ﾞ ﾙ ｺ ﾆ ｰ】（ Ａ棟 ）

２６

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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A1＝1/30、A3=1/60
矩 計図 - 1【 一 般部 】（ Ｂ棟 ）

軽鉄天井下地

合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

モルタル金ゴテVP

コンクリート打放シ  アクリル系リシン吹付

アクリル系リシン吹付

アクリル系リシン吹付

均シモルタル t-15

スラブ t-135

アスファルトルーフィング 22㎏

木毛板 t-15

押出硬質発泡スチロール（低音アスファルト壁面圧着貼）プライマー処理 t-50

無機質繊維吸音材貼

廊　下

廊　下

廊　下

特別教室

普通教室

普通教室

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

透水コンクリート Φ200

川砂敷

歩車道境界
ブロックA

柱型：合板 t-5.5 目透シ貼 EP

屋根：亜鉛合金板 t-0.5　瓦棒葺 ＠364(ハゼ シール充填）

合板 t-12 下地

50×180
　　　　（防腐注入処理材）

亜鉛鉄板葺
アスファルトルーフィング22㎏

50×100
押出発泡スチロール　t-50

防水モルタル

木製枠 t-24 SOP

押出発泡スチロール　t-50

合板 t-5.5下地 目透シ貼 SOP（正面のみ）

ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シEP

壁：合板 t-5.5
　　目透シSOP

砂利敷込 t-200

コンクリート打放シ アクリル系リシン吹付

コンクリート同時
金ゴテ押え目地切 ＠1,100

コンクリート打放シ  アクリル系リシン吹付

合板型枠 コンクリート打放シ  アクリル系リシン吹付

50×100

合板 t-12 下地

アスファルトルーフィング 22㎏

亜鉛合金板葺

棟：240×24の上、亜鉛合金板 t-0.5　包み

平石膏ボード貼 t-9.0

軽鉄天井下地

平石膏ボード貼 t-9.0

腰壁：合板 t-5.5 目透シ貼 SOP

巾木：100×18 SOP

押出発泡スチロール t-50

▼GL

▼3FL

▼2FL

▼1FL

マクラ木：松材
　　　　　 60×60×500

３

田中 田中

矩計図（Ｂ棟）　　　 1 / 3 0
既　存　図

エプロン　矩計詳細図　　　 1 / 3 0

エプロン　平面詳細図　　　 1 / 3 0

撤去箇所を示す。

シーリングを示す。

柱型：合板型枠コンクリート打放シ 

アクリル系リシン吹付 目地切

合板型枠コンクリート打放シの上、

吹付タイル

合板型枠コンクリート打放シの上、

吹付タイル

掲示板：合板 t-5.5下地 掲示板クロス貼

半曲面スチール黒板
3,600×1,200

塩ビ廻縁

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

アルミサッシ

半曲面スチール黒板
3,600×1,200

掲示板：合板 t-5.5下地 掲示板クロス貼

合板 t-5.5下地 目透シ貼 SOP（正面のみ）

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

防水モルタル
金ゴテ仕上

天井：穿孔石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP
ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

木製枠 t-24 SOP

アルミサッシ

アルミサッシ

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV

床：フローリングブロック t-15 
　　直貼工法 OSV

アルミサッシ

軽鉄天井下地

木製枠 t-24 SOP

木製枠 t-24 SOP

床：フローリングブロック t-15 
　　直貼工法 OSV

床：フローリングブロック t-15 
　　直貼工法 OSV

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP
ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シEP

押出発泡スチロール t-38

アルミサッシ

柱型、壁：コンクリート打放シ  アクリル系リシン吹付 目地切

化粧目地（打継目地と同レベル） モルタル金ゴテ

亜鉛合板瓦棒葺 t-0.5

アスファルトルーフィング 22㎏

軒天・外壁：コンクリート打放シの上、リシン吹付

アルミサッシ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ仕上

アルミサッシ

ノンスリップタイル

Ｒ８

２７

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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4,850 2,500

7,350

アルミ笠木 W=350

押えコンクリート

モルタル金ゴテ

押えコンクリート

腰:コンクリート打放シの上、吹付タイル

床：100角磁器質タイル貼

切込砂利 t-100

土間コンクリート t-130 土間コンクリート t-130

ポリエチレンフィルム t-0.15

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

床：100角磁器質タイル貼

テラゾーブロック t-30 H=100

テラゾーブロック t-30 H=100
巾木：木製 SOP H=100

柱型:コンクリート打放シの上、吹付タイル

ポーチ

見切縁：木製 100×30 OSV

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.4

押出発泡スチロール t-75

土間コンクリート t-120

足洗い場 壁：100角磁器質タイル

笠木：テラゾーブロック t-25 W＝150

フラワーボックス 壁:100角磁器質タイル貼 蹴上げ：100角磁器質タイル

職員玄関

職員玄関　断面詳細図　　　 1 / 3 0 職員玄関　正面　立面図　　　 1 / 3 0

モルタル金ゴテ

テラゾブロック t-25 W=150

100角磁器質タイル

フラワーボックス

フラワーボックス　詳細図　　　 1 / 2 0

壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

床:100角磁器質タイル

天井:吸音石膏ボード t-9.0 目透シ貼EP（ボーダー平石膏ボード t-9.0）

ポリエステル合板 t-4.0

ユニボード t-20

ユニボード t-20

扉:ユニボード t-20
取手,丁番,ﾛｰﾗｰｷｬｯﾁ

下足箱　詳細図　　　 1 / 2 0

下足箱　展開図　　　 1 / 5 0

Ａ

３

田中 田中

既　存　図

ノンスリップタイル

人研　t-25 W=150

足洗い場　詳細図　　　 1 / 2 0

モルタル金ゴテ

グレーチング 600×500

人研 t-25

モルタル金ゴテ

100角磁器質タイル貼

足洗い場

人研 t-25

撤去箇所を示す。

シーリングを示す。

柱型:コンクリート打放シの上、

　　 吹付タイル

ルーフドレン100φ、金網 Φ300

均シモルタル t-20

アスファルト防水

豆砂利コンクリート t-80

アルミ笠木 W=400

800×800 校章（アルミ製）

合板型枠コンクリート打放シの上、

吹付タイル

外壁:コンクリート打放シの上、吹付タイル

アルミサッシ アルミサッシ

柱型:コンクリート打放シの上、吹付タイル

天井：アルミスパンドレル貼

壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

天井：吸音石膏ボード t-9.0 目透シ貼 EP

アルミ製ドア

アルミ製ドア

手摺：ステンレスΦ42 SUS304　HL仕上

手摺子：ステンレスΦ21 SUS304　HL仕上

手摺：ステンレスΦ42 SUS304　HL仕上

手摺子：ステンレスΦ21 SUS304　HL仕上

A1＝1/20、30、A3=1/40、60
職 員玄 関　 平面 ・断 面詳 細 図（ Ｂ棟 ）

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

Ｒ８

２８

七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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事　務　室

FL-200

FL-150

FL±0

FL-320

FL-440

FL-600 FL-600

FL-440FL-440

FL-320 FL-320

巾木　-　木製SOP H=100

腰壁　-　合板 目透し貼 t-5.5 OP　

上壁　-　吸音テックス貼 t-9.0

行事用黒板 W1,800×H900

受付カウンター

上り框:テラゾー W50×H150

洗面バック（職員室に準ずる）

100角磁器質タイル

柱型：吹付タイル

磁器質ノンスリップタイル貼

犬走：コンクリート金ゴテ 目地切

歩車道境界ブロックA

クリンカータイル貼　150角（4列）

アルミ笠木

伸縮目地

天井　-　穿孔石膏ボード t-9.0 目透し貼 EP
         （ボーダー平石膏ボード t-9.0）

砂利敷込 t-200

事務室・職員玄関　平面詳細図　 1 / 3 0 ポーチ屋根伏図　　　 1 / 3 0

水勾配 1/100

Ａ

３

田中 田中

既　存　図

撤去箇所を示す。

シーリングを示す。

　床　-　フローリングブロック直貼り工法 t-15 ＯＳＶ

アルミサッシアルミサッシ アルミサッシ

伸縮目地

アルミ笠木

アルミ笠木

アルミ笠木

ルーフドレン100φ、金網 Φ300

中壁　-　合板 t-5.5下地　　掲示クロス貼

展開
方向

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

100角磁器質タイル

アルミサッシアルミサッシ アルミサッシ

職員玄関

FL±0

FL-490

FL-500

アスファルト舗装

砂利敷込 t-200

歩車道境界ブロックA

バルコニー
手摺子：ステンレスΦ21 SUS304　HL仕上

手摺：ステンレスΦ42 SUS304　HL仕上

防水モルタル金ゴテ仕上

A1＝1/30、50、A3=1/60、100

　床　-　フローリングブロック直貼り工法 t-15 ＯＳＶ
　　　　（モルタル下地）

　　　　 100角磁器タイル貼

巾木　-　木製SOP H=100

　壁　-　モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

天井　-　吸音石膏ボード t-9.0 目透し貼 EP
         （ボーダー平石膏ボード t-9.0）

Ｒ８
平 面詳 細図 （職 員玄 関） （ Ｂ棟 ）
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）
縮尺 単位　ＭＭ

工事名称
製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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▼2FL

廊　下

壁：合板 t-5.5
　　目透シSOP

平石膏ボード貼 t-9.0

軽鉄天井下地

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シEP

アルミサッシ

廊　下 印刷室

▼GL

▼2FL

▼1FL

モルタル金ゴテVP

廊　下

廊　下

押出発泡スチロール t-75

捨てコンクリート t-60

切込砂利 t-60

ポリエチレンフィルム t-0.15

壁：合板 t-5.5
　　目透シSOP

平石膏ボード貼 t-9.0

軽鉄天井下地

天井：吸音石膏ボード貼 t-9.0 目透シ EP

ボーダー 平石膏ボード貼 t-9.0 目透シEP

アルミサッシ

金工室

断面詳細図（Ｂ棟）　　　1 / 3 0

水呑場

階段室

ＵＰ
ＤＮ

男子便所

PS

金工室屋根伏図（Ｂ棟）　　　 1 / 1 0 0

階段室

EXP.J

集会室

図書準備室

教具庫３

教具庫４

印刷室部屋根伏図（Ｂ棟）　　　 1 / 1 0 0

校舎Ａ 校舎Ｂ

縮尺 単位　ＭＭ
工事名称

製　図担　当課　長部　長

株式会社青森県Ａ１の２号 川島隆太郎建築事務所 TEL 017(741)6497
FAX 017(742)1877

ＮＯ Ｔ Ｅ
製　図所　　　長

管理建築士

図面名称
作製月年

１級建築士登録113986号 川島芳正
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アルミ笠木W=175

アスファルト成形板t-6敷き

アスファルト露出防水[ｱｽ]砂利敷込 t-50

砂利敷込 t-50

アルミ笠木 W=175

雨水吐水口

アルミ水切　60×30

アルミ笠木 W=175

クリンカータイル150角

豆砂利コンクリート

雨水吐水口：5ヶ所

雨水吐水口：4ヶ所

砂利敷込 t-50

アルミ笠木 W=175

雨水吐水口

アルミ水切　60×30

クリンカータイル150角

露出防水下、クリンカータイル150角　W=750

アスファルト成形板t-6敷き　W=2,000

絶縁シート

押出発泡スチロール

均シモルタル t-15

アスファルト防水層

豆砂利コンクリート t-60

4,4004,400

絶縁シート

押出発泡スチロール

均シモルタル t-15

アスファルト防水層

豆砂利コンクリート t-60

アスファルト露出防水

豆砂利コンクリート下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

床：フローリングブロック t-15 直貼工法 OSV
　　モルタル金ゴテ下地

Ｒ８
矩 計図 - 3・ 平 面図 【陸 屋根 部】 （Ｂ 棟 ）
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七戸中学校校舎改修工事（建築Ⅰ期工事）


